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　 この報告書は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部 であ

る機械 工 業 振 興 資 金の 補 助 を 受 けて 、 昭和56年 度 に実 施 し

た 「マイ ク ロ コ ン ピ ュー タ の 応用 に 関す る調 査 研 究 」 の一 環

と して と りま とめ た もの で あ ります 。
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は じ め に

ー
　 当協 会 マ イ ク ロコ ン ピュー タ振興 セ ンタ ー(MCC)で は,マ イ コン 産業 振興 の 一環 と して 昭和53

年 度以 来 マ イ ク ロコ ンピ ュ ー タ応 用 シ ス テ ムの 高 度化,シ ステ ム開発 の効 率化 な どに つ なカ「る基 礎

的,共 通 的,先 導的技 術 につ い て,シ ス テ ムハ ウス を中 心 に委 託開 発を行 う ことに な り,我 が 国の マ

イ コン産業 の技 術力 の 育成 ・強 化 につ とめ て い るが,'昭 和56年 度においては次 の テ ー マにつ い て委 託

開発 を行 った。　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 .　　 　 　 　 　 　 '　　 　 　 ,〔()内 は委 託 先 〕

①

②

③

④

⑤

⑥

1/0シ ミ ュ レ ー タ 〔㈱ テ ィ ー ・エ ス ・デ ィ 〕

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用 リア ル タ イ ム ・モ ニ タ プ ロ グ ラ ム 〔 日本 電 気 ソ フ ト ウ ェ ア㈱ 〕

イ ン テ リ ジ ェン トデ ィス ク ユ ニ ッ ト 〔萩 原 電 気 ㈱ 〕

マ ル チ プ ・ セ ッサ 用 開 発 支 援 シ ス テ ム 〔㈱ デ ジ タ ル 〕

パ ケ ッ ト交 換 網 用 汎 用 端 末 機 〔 コ ン ピ ュ ー ター ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス ㈱ 〕

リア ル タ イ ムFFT演 算 装 置 〔㈱ エ ー ・デ ィー ・エ ス 〕

　本 報 告書 は上記 の テ ーマの うち 「マイ ク ロコン ピュ ータ用 リアル タ イ ム ・モ三 夕ブoグ ラ ム」 の

開 発 に関 す る成 果 を まとめ た もの で あ る。

　 こ こに委 託 開発に あた りご指導 ・ご協 力い ただ いた 関係 各位 に 対 し厚 くお礼 申 し上 げ る と と もに,

これ らの 開 発 システ ムが広 くマ イク ロコ ン ピ ュー タ応 用 シス テ ムの開 発 に携 わ る方 々に利 用 され,我

が国 の マイ ク ロ コン ピ ュータ産業 の一 層の 発 展に 寄 与す る ことがで きれば 幸い であ る。

昭和57年3月
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.と り ま と め に あ た っ て

　 本 書 は,Z-80マ イ クロプ ロセ ッサ上 で動 作 す る リアル タイ ム ・マル チタス ク ・モ 三 夕プ ログ ラ

.ムの開 発概 要 につ いて 説 明す ると と もに,プ ロ グ ラム の使用 方 法,さ らに利 用者 の対 象 とす るシ ス テ

ムに適 す る モニ タプ ログ ラム の作 成 方法 す なわ ちシ ス テ ムジ ェネ レー シ ・ン につ いて説 明 して あ り,

取扱 い説明 書 と して の性格 を合 わ せ て持 たせ た。

　 な お,本 書 を読 む場 合 およ び実 際 に シス テ ムジ ェネ レーシ ョンを行 う場 合,下 記 の マ ニ ュアル 類 を

参照 いただ きた い。

■

●

各 種 のZ-80マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ 説 明 書

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ユ ー ザ ズ マ ニ ュ ア ルMCS-85∵ ・・… 割 り込 み コ ン トロ ー ラ8259

な ど 周 辺 デ バ イ ス 関 係

MICROSOF.T　 utility　 software　 manua1

(ユ ー テ ィ リテ ィ ・ソ フ トウ ェ ア 説 明 書)… ∵… プ ロ グ ラ ム 開 発 用 モ ニ タ プ ロ グ ラ ムCP/M

関 係

●

皐

.

∀

タ

4



一
1.概 　 　要

　 1.1　 目 的 と 特 徴

　 　 LL1　 開 発 の 目的

　 　 1.1,2

　 　 1,1.3

　 1.・2　 機 　 　能

　 1.3

　 1.4

　 　 1。4。1・

　 　 1.4.2

　 　 1.4.3　 メ モ.リ

目 次

●

リア ル タ イ ム モ ニ タ と は

プ ログ ラムの特 徴

利 用者 と適 用分 野

シ ステ ムの構 成

　 　 ハ ー ドウエア ・

　 』プ ログ ラム

＼
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1

1

1

2

2

3

3

3

4
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2.モ ニ タ プ ログ ラムの機 能

　 2.1　 シ ステ ムの初 期 化処 理

2.2　 '割 り 込 み 分 析

2.3　 割 り 込 み 処 理

　 2.3.1

　 2.3.2

2.4

　 '2.4.1

　 2,4.・2

　 2,4.3

2.5　 マ ク ロ 処 理

占1

外部入出力機器

　 　 イ ン タ ー バ ル ・タ イ マ

タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 管 理

タス ク プ ログ ラムの 番 号

タス クプ ログ ラムの 優 先順 位

タ ス クプ ログ ラムの 状 態 と遷 移

3,マ ク ロの 説 明 と 使 用 方 法

　 31　1

　 　 3.1.1

　 　 3.L2　 EXIT$マ ク ロ

　 　 3.L3

　 　 3,1.4

「.3,2

　 　 3.・2L　1　 WAIT$「 マ ク ロ

　 　 3.2.2　 POST$マ ク ロ

8

8
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1
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4

4

4

4
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1

1

1

1

1

1

1

1

タ ス クプ ログ ラムの 実行 管 理 ・

　 　 RQST$,$RQSTマ ク ロ

　 　 STIM$,$STIMマ ク ロ

　 　 RTIM$,$RTIMマ ク ロ

タ ス ク フ'ロ グ ラ ムの 伺 期 制 御

　 　 　 21

　 　 "　 21

　 　 　 21

'　 　 22

　 　 　 22

　 　 　 23

　 　 　 '24

　 　 　 24

　 　 　 25



　 3.2、　3　 0NTM$マ ク ロ

　 3.2.4　 0FTM$マ ク ロ

3.　3　 シ ステ ム共有 資 源の 管 理

　 3.3.1　 ATCH$マ ク ロ

　 3.3.2　 DTCH$マ ク ロ.

　 3.3.3　 GTBF$マ ク ロ

,3.3.4　 PTBF$マ ク ロ

3.4　 タ ス ク プ ロ ク フ ム 間 の 相 互 通 信

　 3.4.1　 RQST$,、$RQSTマ 久 ロ

　 3.　4..2　 RTRV$マ ク ロ

3.5　 外 部 入 出 力 機 器 の 制 御

　 3.5.1　 　10RQ$マa・ 　.T].

　 　 　 　 　 　 　 .　 ,　 ■ 　 　 蔽

4.シ ス ァ ム 共 通 領 域 の 説 明

　 4.1　 モ ニ タ プ ロ グ ラ ム 作 業 領 域

　　 4,1.1.実 行 タ ス ク 情 報

・4.1,2　 割 り込 み フ ラ ク

　 41　2　 タ ス ク プ ロ.グ ラ ム 管 理 領 域

　 :14.2..1.、 タ ス 久 管 理 情 報

.4.2,2　 タ ス ク 管 理 作 業 領 域

・4..3　 .Se.　a.　r－領 域,

　 ・　.4.　3.ユ..キ ュ ー 開 始 ア ド レ ス

　　 4.3.21レ デ ィ ・.キ

　　 4.3.3_タ イ マ ・,キ

　.+、:4.3.4.、 ウ ェ イ　ト.'キ

　　 4.3.5　 キ ュ ー ・バ ッ フ ァ

4..4.ス タ ッ ク 領 域

　 r、14.　4.　1　 モ 三 夕,・ ス タ ッ ク エ リ ヤ

　　 ・4.4.2　 タ ス ク ・ ス.タ ツ.ク エ リ ヤ

・4,5　 デ バ イ ス 管 理 情 報

　　 ..4.5..1、.割 り 込 み 処 理 入 口.ア ド レ ス

　 ,∫4・5・2　 デ バ イス 割 り 込 み マ ス ク.

,・ .4.5,3.デ バ イ,ス 管 理 情 報

,4:・6,バ ッ フ ァ 管 理 領 域.

、.4.　 6.　1　 .ブ ロ ッ ク 管 理 情 報
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1 概 要

●

◆

1.1　 目 的 と 特 徴

1.1.1　 開発 の 目的

　　本 モ ニ タ プ ログ ラムは,マ イ ク ロコ ンピ ュ ー タZ-80上 で動 作 す る汎 用 リアル タイ ム ・モ ニ タ

　プ ログ ラムで あ る。

　　本 プ ログ ラムは利 用 者 の開 発 す る シス テ ムの外 部 環 境 に合 わせ,リ アル タイ ム ・モ ニ タ プ ログ ラ

ム とし ての 機 能の拡 張,変 更 が容 易 に で き,マ イ ク ロコン ピ ュータ ・シ ステ ム開 発 の生 産 性,信 頼

性 の 向上 を図 る こ とを 目的 と して作成 され た もので あ る。

　　マ イ ク ロ コン ピ ュー タの多 くは各種 機 器 あ るい は,シ ス テム に組 み込 ま れ て利 用 さ れて い るが,

こ れ らの マイ クロ コン ピュ ー タ応 用 シ ステ ム で は,特 殊 な 外 部入 出力機 器 に接続 さ れ る こ とが多 く,

外 部 入 出力機 器 か らの 割 り込 み処理 とそ れ に応 じた プ ログ ラム実行 管理 が特 に重要 とな る。

　　割 り込み処理あるいは プ ログ ラム実 行 管 理 は,す べ て のモ ニ タ プ ログ ラム が持 つ 共通 的 な機 能 で あ

　る。 しか しマ イ ク ロコ ンピ ュ三 夕 ・シ ステ ム では,開 発 シス テ ム毎 に新 た にモ ニ タ プ ログ ラム を開

発 す る傾 向 にあ る。ーこれは シ ス テムに 接続 さ れ る入 出 力機器 な どの外 部環 境 が特 定 の もの とな らな

いた め,そ の 入 出力 部分 の処 理 が一 義 的 に決 定 で きな い理 由に よる。

　 本 プ ログ ラムは,　 リアル タイム ・モニ タプ ログ ラム を基 本 的 な機 能 で分割 した モ ジ ュ ール で構 成 さ

れ,適 用 す るシ ステ ムに合 わ せ て,モ ニ タ プ ロ グ ラム を特 殊 化,統 合 す る こと が で き る。 これ に よ

　り,マ イ クロ コン ピュ ー タ応 用 シ ス テム 開発 の生 産 性,信 頼性 の 大幅 な向 上 が期 待 で きる。

■

■

1.1,2　 リアル タイ ムモ ニ タとは

　 　8ビ ッ トマイ ク ロ コン ピュ ータの 初期 の頃 の使 われ 方は,い くつか の機 能 を前 もって決 め られ た

順番 に従 って実 行 す るだ けの もので,例 えば 一 定時 間 隔で センサ か らのデ ータ をサ ン プ リン グして,

そ れ に必要 な処 理 を加 え,結 果 を制 御 機器 へ 出力 す るだ け とい った形態 で あ っ た。

　 　この よ うに,各 機 能 に対応 した プ ログ ラム を順 番 に 実行 させ るだけ な らそ れぞ れ の プ ログ ラムの

実 行 を管 理 す る(モ ニタ す る)た め の特 別 の シス'テム は必要 と しない。

　 　しか し,マ イ ク ロコ ンピ ュ ータの応 用 技術 は急 速 に進 ん で お り,マ イ ク ロ コン ピ ュー タ組込 み シ

ステ ムに要 求 され る機能 は,ま すま す複 雑 な もの とな り,各 機 能 が複 雑に入 り組 み,か つ そ れ らの

機 能 が 実 行 され る順 番 が前 もーって決 め られ な い処 理 を実 現 す るた め,各 機能 を処 理 す るプ ログ ラム

の実 行 を管理 す る ため の シス テ ム,す な わ ちモニ タ プ ログ ラムが必要 とな る。 特 に,デ ー タの発生

が変 化 が割 込 み を使 って マイ ク ロコン ピ ュ ー タに通知 され,そ れ に基 づい て対 応 す るプ ログ ラム を

直 ちに 実 行 させ て,結 果 を返 す方 式 を即 時処 理(リ アル タイ ム プ ロセ ッシ ング)と い うが,こ の よ

　うな シ ステ ム を制 御 す るた め のモ ニ タ プ ログ ラム を リアル タ イ ムモニ タと呼 ん で い る。

　 　ま た,CRTデ ィス プ レイ や シ リアル プ リン タな どの速 度 は,マ イ クロ プ ロセ ッサ の内 部処理 速

度 に 比べ て遅 く,こ の よ うな装 置 の制 御 の合 い間 に,も っと速応 性 の要 求 され る処 理 を並 行 して実
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行 し,シ ステ ムの処 理 効率 を上 げ るこ とが必 要 な こ とが あ る。 これ を多重 処理(マ ル チ プ ロセ ッシ

ン グ)と い い,リ アル タイ ムモ ニ タには,こ の 多重 処 理 機能,す なわ ちマル チ タス キン グが必要 不

可欠 な もの とな っ てい る。

1.1.5　 プ ログ ラム の特徴

　 　 本 モニタプ ログラムの特徴 と,利 用す る こと で期 待 で き る効果 につい て以 下 に 説 明す る。

(1)モ ニ 久 プ ログ ラムの 汎用性 　 　 　 　 　 　 　 　"　 　 　 　 　 　 ・ ・　 、

　 　マ イ ク ロ コンピ ュー タ応 用 シ ステム で必要 と す る高 い応 答性.多 重 処 理 あ るい は並 行処 理 機能 を

持 ち,基 本 的 な マ ク ロ命 令 を備 えた汎 用 的 な リア ル タ イ ム ・モ ニ タ プ ログ ラムで あ る。

② 　 シス テ ムへ の適 応 性

　 　計 測,制 御 あ るいは 通 信 な ど幅広 い分 野 を持 つ マイ ク ロユ ンピ ュ 一夕応 用 シ ステ ムの個 々¢)シス

　テ4に 必要 な モニ タプ ログ ラムの 最小限 度の機 能の選択がで き,最 ・1・の 記憶 容量 で利 用 で き.る。 さ ら

に,モ ニ タプ ログ ラムで システ ムに依 存 す る部分 で あ る外 部入 出力 機器 に 関係 す る機 能 あ るい は処

理 を,利 用者が作成 し追加で きる ことで,柔 軟 で シ ス テ ムに最 適 な モニ タ プ ログ ラム、を作成 で き・る。

(3)シ ステ ム の信 頼性 　 　 　 　 ..,

　 　タ ス ク プ ロ グ ラム管 理 な どモみ タブ ログ ラム の主要 な機 能,基 本的なマ クロ命令など,モ ニ タ プ ロ

　 グ ラム と して本 来 持つ べ き機能 は 提供 され てい る ので パ利 用 者 が作 成 した機能 以 外 は,そ の内 容 の

検 査 は必 要 な い。 そ の ため に,モ ニ タ プ ログ ラム の信 頼性 の向 上 がは か れ る。

(4)シ ス テム の生産 性

　 　モ ニ タ プ ロ グ ラム作 成 の 簡単 化 と効 率化 を行 なってい るために,モ ニ タ プ ロ、グ ラ・ム作成 時 の生 産性

　 を上 げ る こ とがで き る。・信 頼性 の あ るモ ニ　B,　7'ロ グ ラム を核 と して組 み ±げ られ るシ ス テム全 体 の

　生 産 性 も向 上 させ るこ どが で き る。　 　 　 t/　　 　 　 1　　 …

　 　本 モ ニ タ プ ログ ラムで 提 供 す る マ ク ロ・命令を利用す ることで,モ ニ タプ ログ ラムの 種 々の機 能 を利

　用 で き タス クブ ⊂ グ ラムの 作 成 が容易 にな る。、ま た,本 モ ニ タプ ログ ラムを使 用 す る シ入 テ ム間で

　 は,タ スク プ ログ ラム の流 用,再 利用 がで き資 源 の有 効 利 用 も可 能 とな る。.

●

1.2機 ・ 能 　 ・ tt'・ 　 '　 　　 .　 '　 ∵・ ∴:

　　外 部 入 出力 機器 で発生 す る非 同期 の割 り込 み と,そ の割 り込 み に対応 し多重 並 行処 理 で動 作 す る

　タス クプ.ログ ラム の監 視 が,リ アル タイム ・マルチタス ク ・モニ タプ ログ ラムの主 な役 割 で あ るb

　 以 下 に本 モ ニ タ プ ログ ラムの 機 能の概 要 を示 す.詳 細 につ い て は後述 の2..機 能 を参 照 の こ と。

(1)タ ス ク プ ログ ラムの 管理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　tt、　 ・..

　　 タ ス クプ ログ ラムの管 理 は,モ ニ タ プ ロ グラムの 中心 で スケ ジ ュー ラ ーあ るいは デ ィスパ ッチ ャ

　ー と も.いわ れ,外 部入 出力 機器 か らの割 り込 み や マ ク ロ 命 令 に よ る要 求 に応 じて利 用者 の 定義 し

　た タ ス クプ ログ ラムの実 行管 理,同 期 制 御 な どを タス クプ ログ ラムの優 先 順位 に基 づ い て行 う。

　(2)マ ク ロサ ー ビス

■
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●

　 タス クプ ログ ラムの 起 動,実 行 また は終 了 な どの実 行 管理,同 期制 御,タ スク プ ログ ラム 間のデ

ータ交 換
,さ らに,外 部入 出力 機器 な どの共 有 資源 の管 理 な どモ ニ タプ ログ ラムの 機能 を利 用者 に

提供 して い る。

(3)割 り込 みの 管理

　 シス テ ムに接 続 し てい る外 部入 出力機器 と イ ンタ ーバル タイ マの 割 り込 み,あ るい は 最優 先(マ

ス ク不能)の 割 り込 み を分 析,判 定 し各 割 り込 み処 理 へ制 御 をわ た す。

　 外 部入 出力機 器 との実 際 の デ ータ入 出力 は,利 用 者 の作 成 した タ イ クプ ログ ラ ムで行 な わ れる。

(4)イ ンタ ÷バル タイ マ の管 理

　 シ ステ ムに 内蔵 され て い るイ ン タ ー バ ル タ イ マ を使 用 して,周 期 あ るい は遅 延 時間 起 動 タス ク'

プログラムの管理,ま た,外 部入出力機器と入出力動作中の時間監視を行う。

⑤　外部入出力機器の制御

　 システムに接続する外部入出力機器の使用状態の管理,お よび割り込みマスクの設定 ・ 解除など機

器 の制 御 を行 う。

1.5　 利 用 者 と適 用 分 野

(1)利 用者　　　　　　 ,　　　　　　　　 ,　　　　　　　　　　　　 ・　　 .　 L

相 者は稽 ・r記述され納 容に従・てmacaう ことで,溶 易に利用者のシステムに合戸 三夕　

プログラムを作成できーるが,モ ニタプログラムの作成の作業にはZ-80ア センブラ言語,ま た,

モ ニ タ プ ログ ラム一 般 の知 識 を必要 とす る。 その た め本 モニ タ プ ログ ラムの 作成,ま た,利 用者 と
'

して一 応 シ ステ ム設 計従 事 者 を対 象 とし てい る。

(2)適 用分 野

　 　本 モニ タ プ ログ ラムの 適用 分 野 として,マ イ ク ロプ ロセ ッサZ-80を 使 用 す る計 測,制 御,

あ る叫 通 信 な どの擁 シ ス テ ・がXkら れ る・ 本 モ ニ ・7ロ グ ラムは'そ れ ら各 種 ㌣ テ ムの利

　用者 プ ログ ラム(タ ス ク プ ロ グ ラム)を 管理 し制御 す る。

4

1.4　 シ ステ ム の構 成

1.　4.1　 ハ ー ド ウ ェ ア

　 　モ ニ タ プ ログ ラム を動 作 させ るた めの 中央 処理装置 と,中 央処理装置 に接 続 す るデ ー タ入 出九 　あ

.るい は・ 制臓 器なe,モ ニ ・ プ ・グ ラム を晒 し欄 発 対 象 シ ステ ムで のハ ー ト1ウェア繊 例 を図

　 1-1に 示 す 。

　 　図1二 は は,開 発 支 接 シ ス テ ムと しての ・・一 ドウ ・ア繊 も含 めて あ る・ とれ は モニ ・ プ ・グ

　 ラムの 作成 で,プ ログ ラム開 発用汎 用 モ ニ タ プ ログ ラム とCP/M(IControl　 Program　 for　Micro-

　 computers)　 を使 用 す る と きに最低 限 必要 とす る コマ ン ド等 の入 出力装 置 で あ る。

　 　上記 の 他 に,中 央 処 理 装 置 には プ ログ ラマ ブル タイ マ ーが,中 央処 理装 置 と外 部入 出力 機器 との

　間 に は,プ ログ ラ マブル 割 り込 み コン トロー ラーが接 続 され る。
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プログラマブル
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■

制御機器 計測機器 プ1)ン ター

開発対象システムでのハー ドウェア構成例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フロ7ピーディスク

開発支援システムでのハー ドウざア構成　　　　　 ..

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 図1-1　 ハ ー ドウ ェア の構 成例

1.4.2　 プ ログ ラム

　　モ ニ タ プ ログ ラム牟体 の構 成 を図1-2の よ うにす る。 この構 成 は モ ニ タ プ ログ ラム をその代 表

的 な 機能 に基 づ いて 分割 した もので あ る。 以 後本 書 で の モニ タ プ ログ ラム の説 明 は 図1-2で 示 し

た構 成 に従 って進 め る。

　　モ ニ タ プ ログ ラム を構成 す る各 機能 については,後 述 の2.機 能 で詳細 に説 明す る。 こ こでは,モ

ニ タプ ログ ラムを構成 す る各 機 能 の概 要 につ いて 説 明 す る。

(1) .初期化 処 理
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　　 リセ ッ ト,電 源 投入 の割 り込 み で本 モ ニ タ プ ログ ラムが最 初 に実 行 す る処 理 で あ る。実 際 の処理

とし ては モニ タブ ・グ ラム で使 用 す る領 域・ 外 部 入 出 力機器 ・割 り込 み ・ ン:ト ・ 一 ラ,あ る い は

タイ マ など の初 期設 定 を行 う。

(2)割 り込 み分 析

　　シ ステ ムに接 続 して い る外 部入 出 力機 器,あ るい は,タ イ マーか らの割 り込 み を解析 し各 割 り込

み処 理 へ分 岐 させ る。

(3)割 り込 み処 理

　 外 部入 出 機器 か らの割 り込 み処 理,実 際 には 割 り込 み マス ク開閉 の管 理,さ らに,利 用 者 の作成

した外 部入 出 力機器 と実 際 に デ ー タ入 出 力 を行 う タ ス ク プ ロ グ ラ ムの 起 動準 備 を行 う。

(4)　タ ス ク管理

◆

へ
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　 タ ス クプ ロ グ ラ ム 多 重並 行 処 理 の管 理 を行 う。 具体 的 な処 理 とし ては外 部入 出力 機器,あ るい

は,マ ク ロ命令 を介 して の タ ス ク プ ログ ラム か らの要求 に応 じて,レ デ ィ状 態 に あ る タス クプ ログ

ラムか ら,一 番 実行 優 先度 の 高 い タス ク プ ログ ラム を探 し,そ の タス クプ ログ ラム に実行 権 を与 え

る。

(5)マ クロ処 理

　 タ スク プ ログ ラムの実 行 管 理,同 期 制 御,タ ス クプ ログ ラム間 のデ ータ交 換,さ らに,シ ステ ム

の共 有資 源 の管理 な どモ ニ タ プ ログ ラムの機 能 を マ ク ロとして利 用 者 に提 供 してい る。

制御機器 ●　　・　　.　 　　　　　　　　　■　　● 計測機器 通信機器

1 1

リセット,電 源投 入

　　　̀

`

割 り込み分析 → 割り込み処理

初期化処理 一　 　 タスク管理 二

{

マク ロ処理

11

■

タスクプログラム

　　 　　 　　　 　　 　　 ,、、～

`

　 ●●
●

一
＼

一

＼

、

モニタプログラム

■

図1-2　 モ ニ タプ ログ ラムの構 成

4

1.4.3　 メモ リ

(1)容 　 　量

　 　本 モ三 夕 ブ ログ ラ4で 必 要 な 主 記憶 域 の容 量 の概 算値 を表1-1に 示 す。 表1-1に 示 した容量

で処 理 部分 は モ ニ タプ ログ ラ ム の マ ク ロ な どすべ て の処 理 を含 め た と きの 値 で あ り,テ ー ブル な『

　どに使 用 され る領 域 は,モ ニ タプログ ラムで管理 す る タス ク プ ログ ラムが使 用 す る領 域 の概 算値 を も
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とに計算 してい る。　 　 .　　 　 　 ㌧　 　 　 ・　 '　 一 ㌧

　実 際 には,モ ニ タ プ ログ ラム に組 み込 む マ クロな どの機 能,あ るい は,タ ス クプ ログ ラムの ス タ

ッ ク領 域 な ど確 保 す る領域 の大 き さ,さ らに タス クブ ローグ ラム数 な ど,い ろい ろ な条 件 で 必要 な メ

モ リ容 量 は変 化 す る。

表1-1・ 必 要 メ モ リ容 量

内　　　　容 種 別. .　　 容.、 　 　 　 　 量

処　 理　 部　　分
'ROM

フ 約20Kバ イ ト

領 　 　域

　 (テ ー ブルな ど)

'
RdM. 約12苦N→-30パ イ　ト

RAM 約60芥N十120バ イ　ト

注 意 、:N.は タ ス ク プ ロ グ ラム の 個 数

(2)配 　 　置

　 モ ニ タ プ ログ ラムの 主記 憶 壇 上 で の配 置 は,利 用者 が任意に 指 定可 能 で あ る。 た だ し,以 下 の3点

につ い て注 意 が必要 で あ る。

　 ① 割 り込 みペ クタア ドレス

　　外部入出力機器からの割り込みの入る位置は利用者が任意に指定できるが,そ の位置をモニタ

　 プ ログ ラムの所定 の 位置 に す る必要 が あ るボ 『

　 ② 最優 先(マ ス ク不能)割 り込 み ア ドレス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 最 優先 割 り込 みの 位置 は66Hと 固 定 とな って い るた めに,・そ の 位置 を モニ タ プ ログ ラムの所

　 定 の位 置 に指 定 す るか,'最 優 先 割 り込 み の と きモ=タ ブ ログ ラムの 最 優先 割 り込 み処 理 を起 動 で

　 きる よ うに す る必要 が あ る。

　 ③ 汎 用 モ ニ タ プ ログ ラムCP/Mと の重 複:　 　 　 　 　 　 '..

　 　 プ ログ ラム開発 用 モ ニ タ プ ログ ラムCP/Mを 使 用 して,モ ニ ダ プ ログ ラムの 作成 あ るい は検査

　 を行 うと き,CP/MとCP/Mが 使 用 す る領 域 とモ ニ タプ ログ ラム が重 複 しな い よ うに す る必要

　 が あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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の

0 .000H

O100H

8000H

F780H

FFFFH

OH

OH

OH

OH

FH

s

」

　　 　　 66H

「二諜 ㌻竺:1㌘竃.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド　　リ

　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 1　 　 　 (約O.25Kバ イト)

£

モ

∫

}　 CP/Me;・ 　・・pグ・・(約一 ・)

図1-3　 モ ニ タ プ ログ ラムの配 置

、

、　 .
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2.モ ニ タ プ ロ グ ラ'ム の 機 能

　 こ こで は,図1.-2で 示 した モニ タプ ログ ラムを構 成 す る各 機 能 につ いて 詳細 に 説 明す る。 モニ タ

プ ログ ラ ム として の一 般 的 な 機能 を説 明す る形 で,本 モニタプログラムの持 つ 機能 につい て 説 明 する。

　個 々の機 能 を説 明す る前 に,モ ニタプログラム全 体 と各 機能 間 の 流 れを 明僚 に す る意味 で 図2-1に

モ ニ タ プ ログ ラムの制御 の流 れ を示 す。

●

■

最優先割り付け
に対する処理を行う

RETN:RETURN'PROM　 NON　 MASKABLE

RET

RET　 I:RETURN

システム全体の
初期設定を行う。

†]'
タスクプログラム

外部からの割り込み
を解析,判 定する。

割 り込みマスクの管理と
タスクプログラムの起動処理を行う。

タスクプログラムの実行管理など
マクロ命令の実行を行う。

タスクプログラムの
実行管理を行うo

タイマ値の更新と
タイムアウト処理を行 う。

図2-1　 モ ニ タ プ ロ グ ラムの制 御 の 流れ

2.1　 シ ス テ ム の 初 期 化 処 理

　　 中央処 理 装 置 に対 す る電 源投入 あ るい は リセ ッ トに よ り,本 モニタプログラム に起 動 がか か り,ス

　タ ー ト・ア ップすなわ ちシ ス テ ム全体 の初 期 化 処理 が実 行 され る。

　　 初期 化 処理 は,モ ニ タプログ ラムに固 有 な処 理 と利 用 者 シス テ ムに 固 有 な処理 に分 け られ る。 モ ニ

　タ ブ ログ ラム に固 有な処 理 は:・利 用者に提 供され るモ ニ タ プ ログ ラムの 中 に既 に組 み込 まれ てい る が,

4

▲
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■

利 用 者 の シ ス テム に固有 な処 理 は,モ ニ ぞ プ ロ グ ラム作成 時 に利 用者 が追 加 す る必要 が あ る。

　 以 下 に初期 化処 理 の 内容 を示 す 。

(1)モ ニ タ プ ログ ラム固 有 の処 理

　 ①.テ ー ブルな どの初 期設 定

　　 ・　 モ ニ タプ ログ ラムの スタ ックポ イ ンタ を初期 化 す る。「

　　 ・　 実行 中の タス クプ ログ ラム無 しの 状態(ア イ ドル)と する。

　　 ・　 レデ ィ,タ イ マ,ウ ェイ ト各 キ ュ ー領 域 を初期 化 す る。　 '

(2)利 用 者 シ ス テム固 有 の処 理

　 ①Z-80中 央 処 理装 置(CPU)の 初 期 設 定

　　 CPUの 割 り込 み モ ー ドを設 定 す る。

　 ② デ バ イ スの初 期 設定

　　 ・　 プ ログ ラマブ ル 割 り込 み コン トロー ラを初 期 化 す る。

　　 ・　 プ ロ グ ラマ ブル ・イ ン ターバ ル ・タイマ を初 期化 す る。

　 ③ 外 部入 出 力機器 の 初期 設 定

　　 プ ログ ラマ ブル ・コ ミュ ニケ ー シ ョン;イ ン タ フ ェー ス,ず なわ ち,USART(Universe'

　 Sychronous　 AsynchronousRecei　 ver↑ransmitter)の 初期 化 を行 う。

　④ 　そ の他

　　 シ ス テム共 通 領域 とRAM領 域 の初 期 化,さ らに,'周 期 時 間起動 タス クプ ログ ラムの 起 動準 備

　 な どを行 う。

上記 シ ステ ム初 期 設定 終 了後,処 理 は タス ク プ ログ ラム管 理 へ移 る。

■

4

2.2　 割 り 込 み 分 析

　 　マ イ ク ロプ ロセ ッサ と外 部入 出力 機器 との連 係 に は,割 り込み機 能が重要 な働 ら きを す る。入 出力

デ ー タの転 送,計 時 機 能,さ らに,マ イ クpプ ロ セ ッサ外部 の異 常事 態 発生 に対 し て も割 り込 み は

有効 で あ る。 割 り込 み は,割 り込 み要 因に応 じた処 理 へ 制御 をわ たす 機能 で あ る。

　 　 Z-80中 央処 理 装置 では,割 り込みモー ドの 指 定 で最 大128レ ベル の独 立 した番 地指 定割 り込

み を処 理 で き る。

　 本 モニ タ プ ログ ラム は,プ ログ ラマ ブル 割 り込 み コ・ン トロー ラ8259使 用前 提 に設計,利 用者 に

提 供 して い る。8259は 優 先順 位 の設 定,割 り込 み マ ス クあ るいはペ クタ ア ドレス,す べ て を利

用 者 が指 定 で き最 高64レ ベル まで の割 り込 み を制 御 で きる。

　 以 下 に 割 り込 み分 析 処 理 の 内容 につ い て説 明 す る。

(1)タ ス クプ ログ ラムの情 報 退 避

　 ① 実 行途 中 の タ ス ク プ ログ ラムで使 用 中 の レシ ス タの内 容 スタ ックポ イ ンタ を退 避 す る。

　 ② モ ニ タ プ ログ ラムの ス タ ッ クポイ ン タを初 期 化 す る。

(2)割 り込 みの 分析
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① 割り込み要因を分析,判 定し各割り込みに対応する処理へ制御をわたす。

表2-1　 割 り込 み の種 類

種　　　　　類 内　　　　　　　容 処 　　 　 　　 　 　'理

りセ ッ ト割 り込 み リセ ッ トあ るい は 電源 投 入 に よ る

割 り込 み 。

モ ニ タ プ ログ ラム の起 動 シス テ

ム全体 の 初期 化処 理 実 行 に入 る。

外部入出力機器割り込み シ ステ ムに接 続 され てい る入 出力

機 器 か らの制 御 あ るい はデ ータ転

送 を伴 う入 出 力割 り込 み。

利用者の作成した各人出力機器割

り込み処理に制御がわたる。

タ イ マ割 り込 み プ ログ ラマ ブル ・タ イマか らの周

期 的 な割 り込 み

モ ニ タ プ ログ ラムの タイ マ割 り込

み処 理 へ制 御 がわ た る。

最 優 先 割 り込 み ・,

(マ ス ク不能 割 り込 み)

電源切断などシステム異常状態発

生時の割り込みで一番優先度が高

いo

0066H番 地 の マ ス ク不 能 割 り込

み 処 理 へ制 御 力1わた る。

割り込み

プログラマブル

割 り込み コン トロー ラ

実行中のタスクプ0グ ラ
ム情報を退避するo

　 　 　 　 各割り込み処理へ

図2-2　 割 り 込 み 分 析

一 ・10一
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2.5　 割 り込 み 処 理

　 　 リセ ッ ト割 り込 み,あ るい は最 優 先割 り込 みに対 して は,各 々モニ タプ ログ ラムの機 能 の一 部 で

利 用者 定 義可 能 であ る初 期 化 処理,あ るい は,最 優 先割 り込 み処 理 を直接 実 行 す る。

　 　 こ こで は,利 用者 が シ ス テ ムに接 続 す る外 部入 出 力機 器 とイ ンタ ーバ ル ・タ イマの 割 り込 み処 理

　 にっ いて 説 明す る。

　 　外 部入 出力機 器 の割 り込 み は,同 時に入出力データの 転送 を伴 うこと が多 い。 外 部入 出力機 器 の割

　 り込 み処 理 は,先 に説 明 した 割 り込 み分 析処 理 と実 際 に デ ー タ入 出 力 を 行 う利 用 者 作 成 の タ ス ク

　 プ ログ ラム との間 の連 絡 の 中継 ぎを行 うだ け であ る。

　 　 イ ン ターバ ル ・タイ マの 割 り込 み処 理は,本 モニ タ プ ロ グ ラムに機 能 の一 部 として 含 まれ,そ の

　 機 能 は利 用 者 に提 供 さ れ てい る。

2.5.1　 外 部入 出 力機 器

　 　シス テ ムに接続 して い る外 部入 出力機 器 か らの割 り込 み に対 す る処 理 を下 に示 す。

(1)外 部入 出 力機器 の 制 御

　 　① 外 部 入 出力 機器 の 割 り込 み マ ス クを閉 じる。

(2)外 部機 器入 出力処 理 タ ス ク プ ログ ラムの起 動処 理

　 　① 外 部入 出 力機器 と入 出力処 理 タ ス クプ ログ ラム の入 出 力待 ち情 報 を解除 する。

　 　② デ バ イ ス ・タ イ マ ・カウ ン トを0と す る。

　 　③ 外 部入 出力機 器 を専 有 して い るタ ス クプ ログ ラム,す な わ ち,入 出 力処 理 タス ク プ ログ ラム

　 　 　を タイ マ キ ューか ら外 し レデ ィ キュ ーへ 登録 す る。

　 　④ タ ス ク管 理 へ制 御 をわ た す

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 割り込み分析から

●

■

1
外部入出力機器の割 り込み
マスクを閉 じる。

1

入出力待ち情報を解除する

1

入出力処理タスクプログラ

ムを タイマキューか ら外す

1

入出力処理 タスクプログラ
ムをレディキューへ登録する

↓
タスク管理へ

図2-3　 外部入出力機器からの割 り込み処理
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2.　5.　2　 イ ンタ ーバル ・タ イマ

　 　イ ン タ ーバ ル ・タ イマの 割 り込 み に対 す る処 理 を下 に示 す。

川 　 イ ン ターバ ル ・タイ マ の制 御

　 　① タイ マの割 り込 み マ ス ク を閉 じる。 ・

(2)タ イマ キ ューに登 録 され て い る タス クプ ログ ラムの タイ マ値更 新

　 　周期 タイ マ,ウ ェイ トタイ マ,デ パ ィ ス タイ マ各 カウ ン トエ リヤの 値 が0で な い と きに,以 下 の

処 理 を行 う。 タ イム ア ウ トとな った とき は該 当 タ ス クプ ログ ラム を レデ ィキ ュ ーに登 録 す る。

　 ① 周期 タイ マ値 の更 新

　 ② ウエ イ トタイ マ値 の更 新

　 　　タ イムア ウ トにな った とき で,周 期 時 間起 動 タス ク プ ログ ラム とな って い な い と きは タイマ キ

　 　ュ ーか ら外 し,タ イ マ ウエ イ トを解 除 す る。

　 ③ デバ イ ス タイ マ値 の更 新

　 　　タイ ムア ウ トにな った と きで,周 期 時 間起 動 タス ク プ ログ ラム とな って な い と きは タ イマキ ュ

　 　ーか ら外 し,入 出力 完 了待 ち を解 除す る。

　 　　ま た外 部入 出 力機器 の 割 り込 み マス クを 閉 じる。

♂

■

■
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タスク 管理 へ

割 り込み分析から

図2-4

イ ン タ ー バ ル ・タ イ マ の

割 り込 み マ ス ク を 閉 じ る

タイマキューすべて終了か

周期 タイマ値設定
　されてい るか

該 当 タス クプ ロ'グラム周 期
タイマ値 更新 処理 を行 う

ウエイトタイマ値 設 定

　 され てい るか

該 当 タス ク プ ログ ラム ウェ

イ トタイマ 値更 新処 理 を 行

つ

デバ イスタイマ値設 疋

　 され てい るか

該 当 タ ス クプ ログ ラムの デ
バ イ ス タイ マ値 更 新処 理 を

行 う

イン タ ーバ ル タ イ マか らの 割 り込 み処 理
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2.4　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 管 理

　　 タス クプ ログ ラム とは,利 用 者 が作 成 す る プ ログ ラムで,モ ニタプログ ラムが起 動 お よび実 行 す る

制 御 上の 単位 で あ る。

　　 タス ク プ ログ ラム管理(ス ケ ジ ュ ー ラーあ るい はデ ィスバ ッチ ャ ー と も言 わ れ る)は,外 部入 出

　力機器 あ るい は イ ンタ ーバ ル ・タ イマ か ら発生 す る非 同期 の割 り込 み を対 処 す る。 多重 並行 処理,

　また,マ ク ロ命令 に よる タス クプ ロ グ ラムの 同期 処 理 な ど,タ スク プ ログ ラム起 動 お よび実 行の制

御(ス ケ ジュ ー リング)を 行 う。

　　タ ス ク プ ログ ラムの具 体的 な 処 理 として は?READY(実 行可能)状 態 に あ る タス クプ ログ ラムの

な か で,も っ と も実 行優 先度 の高 い'タス クプ ロ グ ラムに実 行権 を与 え る。

■
.

■

2.4.1　 タス クプ ログラム の番 号

　　本 モニ タブ.ログ ラムで は,利 用 者 の作 成 した タ ス ク プpグ ラムの識別,お よび実行の優先度の順位

　づ け の ため にタ ス クプ ログ ラムに 番号Cタ ス ク番 号)を 付 与 す る。 モニ タ プ ログ ラムで は,タ ス ク

　プ ログ ラムの 管理 あるい は 制御 を,す べ て この タス ク番 号 を も とに行 う。

　　 タス ク番 号 と して は,タ ス ク管 理情 報@TCBC内 に タス クプ ログ ラムの 固 定 情報 を定 義 す るため

　に,確 保 した領域の順番が割 り付け られる。

　　最小 タ ス ク番号 は0か つ 最 大 タ ス ク番号 は127で,最 大128{固 ま での タ ス ク プ ログ ラムを利

用 者 は定 義 で き る。 また,タ スク番号 は0で 始 ま る芳 香順 の値 とな る。

2.4.2　 タス ク プ ログラ ムの優 先 順 位

　 　本 モ ニ タプ ログ ラム では,タ ス ク番 号 で実 行 の優 先 順位 づ け を行 うこ とが で き,若 い タス ク番 号

　を持 つ タ ス クプ ログ ラムの 方 が優 先 順位 が高 くな って い る。 その た め利 用者 は 緊急 度 あ るい は重 要

度 の 高い タス クプ ログ ラムには 若 い タス ク番 号 を割 り付 け る ことで,実 行の優先度を高 くす るこ とが

　で きる。

　 　い ま,あ る タ ス クプ ログ ラ ムの実 行 中 に,そ れ よ りも優 先順 位 が 高い タス クプ ログ ラム実 行要 求

があ った場合,モ ニタ プ ロ グ ラムは実 行 中 の タ ス クプ ログ ラム を一 時 中断 し,優 先順位の高 いタスク

　プ ログ ラムを実 行 させ る。 そ の処 理 が 終 了 す る と,中 断 され て いた タス ク プ ログ ラムを 中断 した と

　ころか ら再 開 す る。

■

2.4.5　 タス クプ ログラ ムの 状 態 と遷 移

　　タ ス クプ ログ ラムに は,図2-5に 示 す4種 類 の状 態 が あ る。 各 状態 は 外 部入 出力 機器 か らの 割

　り込 み,あ るいは,マ クO命 令実 行 に よる事 象 の発生 で他 の状態 に移 る。 モニ タプ ログ ラムに管理

　さ れて い る タ スク プログ ラムは必 らず との 中 の いつ れ かの状 態 に存 在 す る。

　　 モニ タプログラムは,実 行 可能状態(READY)に 存 在す るタ スク プ ログ ラム の 中で,最 も優先 順位 の

高 い タ スク プ ログ ラムに実 行 権 をわ た す。

`
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■

(1)静 止状 態(DEAD)

　 タ ス クプ ログ ラムは,以 下 の要 因 で起 動さ れ る。

　 ① 外 部入 出力 機器 か らの割 り込 み 、

　 ② モニ タプ ログ ラム,あ るい は タ ス クプ ログ ラムか らの マク ロ命 令 の実 行

　　 RQST$,$RQST,STIM$,$STIM,DOST$,ONTM$各 マ ク ロ

　　 静止 状態 とは,こ れ らの要 因 の発 生 が ま った くない状 態 で ある。 ま た,実 行状 態 の タ ス クプ ロ

　 グ ラムが処 理 を終了 しモ ニ タ プ ログ ラム に,そ の 旨の通 知CEXIT$マ ク ロ)を 行 うと,そ の タ

　 ス クプ ロ グ ラムは静 止状 態 とな る。

(2)実 行 可能 状 態(READY)

　 実 行可 能状 態 に存 在 す る タ ス クプ ログ ラム とは,実 行準 備 は整 って い るが,そ の タス クプ ログ ラ

ム よ り優 先順 位 の 高い タス ク プ ログ ラム が実 行 中 であるため,中 央処理装置(CPU)を 使 用 で きない

状 態 に あ るタ ス クプ ログ ラムで あ る。

　 実 行 可能 状 態 に存 在 す る タ ス クプ ログ ラムは,レ デ ィキ ュー@RQUEに 優 先順 位 の 高 い順 に登 録

されて い る。

(3)実 行状 態(RUN)

　 実 行状 態 に 存在 する タ ス ク プ ログ ラム とは,モ ニ タプ ログ ラムか ら実行権を与えられ,中 央処 理装

置(CPU)を 専 有 してい る タス クプ ログ ラム で あ る。

　 実 行 状態 に 存在 する タ ス クプ ログ ラムは1個 しか ない 。

静止状態(DEAD)

実行の中断

事象の発生
＼＼

実行可能状態(READY)

実行権の確得

命

図2-5　 タ スク プ ログ ラムの状 態 と遷 移
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/

タスクプログラムを

切 り換 え るか

レディキュ@RQUEに

スクフ七グラム有るか

行の優先順位高い ・

タス クプ ログ ラムを再び レ

デ ィ キュー@RQUEに 戻す

実 行していた タスク
グラムはウエイ ト中

実 行していたタスクプログラム

を レデ ィキ ュー(@RQUE)へ
登録

レデ ィキa-@RQUEか ら取 り

出したタスクプログラムを実行

す る。

RET

(マ クロのCALL元 への

　　　　　　　 復帰)

割 り込み元へ
の復帰か

RETI

(割り込み前の処理への

　　　　　　　　　復帰)

　モニタプログラム{
アイ ドル状態 か

割 り込み可 とする

アイ ドルループ

(割 り込 み持 ちとなる)

図2-6　 タ ス クプ ログ ラムの 管理
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(4)待 ち状 態(WAIT)

　 待 ち状 態 に 存在 す る タス クプ ログ ラム とは,実 行可 能状 態 の タス クプ ログ ラ ムで外 部入 出力機 器,

あ るい は,マ ク ロ命令 の実 行 な ど何 らか の事 象の 発生,あ るいは,完 了 を待 って,一 時実 行 権 を放

棄 して い る タス ク プ ログ ラム をい う。

　 待 ち状 態 に存 在 す る タス クプ ログ ラムは,タ イマ キ ュー@TQUE,あ るい は,ウ エイ トキ ュー@

WQUEに 一 時 登 録 され,事 象が発生あ るいは完 了 ず る こ とで キ=一 か ら外 され レディ ・キュ「@RQUE

へ 登録 され る。

　 ① 外 部入 出力 機器 の入 出力動 作 完 了待 ち 　 　　 '　 　 　 　 　 　 　 馳

　　 　　 　 10RQ$マ ク ロ

　 ② 　周期 あ るい は遅 延時 間 の経 過 待 ち

　　 　　 　 STIM$,ONTM$マ ク ロ

　③ 　タス クプ ログ ラム間 の 同期 制 御 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ..

　　 　　 　 WAIT$マ クロ

　④ シ ス テム共 有 資源(リ ソー ス)の 管 理

　　 　　 　 ATCH$マ ク ロ

外部入出力機器

、

　外部機器入出力処理

⑪

1
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タイマー割り込み

、

■

図2-7　 タ ス ク プ ログ ラムの 多重 並 行処 理 の 例
●
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2.5マ ク ロ 処 理

　 　モニ タ プ ログ ラム の管 理 下 で走 行 す る利 用者 作成 の タス クプ ログ ラム は,モ ニ タ プ ログ ラム で提

供 して い る機 能 を利 用 す る ことで 目的 と してい る機能 を実 現 で きる。 モニ タ プ ログ ラム で備 え てい

　る機 能 は モニ タ プ ログ ラム,ま た,タ ス ク プ ログ ラムか らの マ ク ロ命 令 の発 行 で利 用 で きる。

　 　タ ス クプ ログ ラ ムか らモ ニ タプ ログ ラムへ の機 能 の使 用要求 は,す べ て マ ク ロ命 令 を通 して行 う。

　 　マ ク ロはモ ニ タ マ ク ロど タス ク マ ク ロの2種 類 に分 け られ る。 セ三 夕マ ク ロは モ ニ タ プ ログ ラム

　内 で,タ ス ク マ ク ロは タ ス ク プ ログ ラム 内で使 用 す る。 モ ニ タ マク ロ名 は 先頭1文 字 が,タ ス クマ

　 ク ロ名 は 最後 の1文 字 が記 号"$"と な って い る。

　 　以 降,機 能別 に分類 し た マ ク ロを 表2-2～ 表2-6に 示 す・

(1)タ ス クプ ログ ラム の実 行 管 理

　 　モニ タプ ログ ラム,あ るい は,タ ス ク プ ログ ラムか ら他 の タ ス クプ ログ ラムの 起 動 と実 行,周 期

時 間間 隔 で の タ ス クプ ログ ラムの起 動 と実 行 を行 う。 ま た,タ ス クプ ログ ラム の実 行権 の放 棄 お よ

　び タス クプ ログ ラムの 周期 時 間起 動 を解 除 す る。

㊨

●

表2-2　 タス ク プ ログ ラム実 行管 理 マ クロ

マ ク ロ 名 機　　　　能　　　　概　　　　要

RQST$,$RQST タ ス クプ ログ ラムを実 行 可能 状態(READY)に す る。

優 先順 位 が高 けれ ば即 座 に実 行 に入 る。

優 先 順は タ ス クプ ログ ラム番 号 の芳 香 順 で あ る。

EXIT$ タ ス クプ ログ ラム を静 止状 態(DEAD)に す る。

STIM$,$STIM イ ン タ ーバ ル タイ マを利 用 し指 定 した時 間間 隔で タ ス、ク プ ログ ラム を

周 期 起 動 す る。

RTIM$,$RTIM STM$,$STIMし ク ・の処 理 を解 除 す る・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

(2)タ ス クプ ログ ラムの 同期 制 御

　 他 の タ ス クプ ログ ラムが処 理 終 了 す るま で処 理 を 開始 で きな い な ど,2つ の タス ク プ ログ ラム間

で処 理 の都合 上,待 ち合 わ せ が必 要 な と き,ま た,指 定時 間 経 過待 ちな ど事 象 待 ちとな る と き,自

らの実 行権 を放 棄 して他 の タ ス クプ ログ ラム に実 行権 を譲 る。 処理 が実 行 可能 とな った とき,あ る

い は,待 ち事 象が 完了 した と きに再 び実 行 権放 棄 中 の タ ス クプ ログ ラム に制 御 を返 す。

㊨

か

一18一



表2-3　 タス ク プ ログ ラムの 同期 制 御 マ ク ロ

`

●

マ ク ロ 名 機　　　　能　　　　概　　　　要

WAIT$
　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 ;
タ ス クプ ログ ラムリ 実 行権 を放 棄 して待 ち状 態 とす る。

POST$ WAIT$マ クロの処 理 を解 除 す る。

ONTM$ タス クプ ログ ラム を指 定 した時 間 だ け実 行権 を放 棄 し待 ち状態 とす る。'

OFTM$ ONTM$マ ク ロの処理 を解 除 す る。

(3)シ ステ ム共 有 資源 の 管理 　 　 　 　 ・　 　 　 b

　 シ ス テム が保 有 してい る資源(た とえば 外 部入 出力機 器,バ ッファなど)を,複 数の タスクプ ログ

ラムで 同時 に使 用 で きな い よ うに 資源 を管 理 す る。 あ る資 源 が他 の タス ク プ ログ ラム に 占有 され使

用 中の とき,そ の 資源 の 占有要 求 を出 し た タス クプ ログ ラム を 占有解除 まで待 ち状態にす るか,使 用

不 可能 とい うこ とで起 動 元の タス ク プ ログ ラムへ通 知 す る。

表2-4　 シ ステ ム共 有 資源 管理 マ クロ

マ ク ロ名 機'　　　 能　　　　概　　　　要

ATCH$ シ ステ ム共 有 資源 の 占有 を要 求 す る。

DTCH$ ATCH$マ クロで 占有 した シス テ ム共 有 資源 を解放 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

GTBF$ 動 的 バ ッフ ァ領域 を確 保 す る。

PTBF$ GTBF$マ ク ロで 確保 して あ る動 的 バ ッフ ァ領域 を解 放 す る。

●

●

(4)タ ス ク プ ログ ラム間の 相互 通 信

　 相 互 に連 絡 しシ ステ ム を構 成 してい る タス ク プ ログ ラム間 で は,互 いにデータを交 換 す る必 要 が生

じ る。 本 モ ニ タ プ ログ ラムで は,タ ス ク プ ログ ラム間 で簡 単 に デ ー タ交換 が 行 なえ る機構 を備 えて

い る。 デ ー タの交 換 は キ ュー バ ッフ ァ@QBUFを 介 して 行 なわ れ,送 信 では キL－ バ ッ フ ァに デ ー

タが格 納 さ れ受 信 で は キ ューバ ッフ ァか らデ ータが 取 り出 され る。
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表2-5'タ ス ク プ ロ グ ラ ム 間 相 互 通 信 マ ク ロ

マ ク ロ ス 機　　　　能　　　　概　　　　要

RQST$,$RQST タ ス ク プ ロ グ ラ ム に デ ー タ(パ ラ メ ー タ)を わ た す 。

RTRV$ RQST$,$RQSTマ ク ロ で わ た さ れ た デ ー タ(パ ラ メ ー タ)を 受

け と る。

■

{5)外 部入 出力 機器 の 制御

　 外 部 入 出 力機 器の 動 作は,中 央処 理 装 置(CPU)の 処 理 時 間 に較べ て非 常 に遅 い。 この入 出処 理

時 間 に中央 処 理 装置 を有効 に活 用 す るた めに,入 出力処理要 求 を 出 したタ スク プ ログ ラ ムの実 行権 を

放 棄 し他 の タス クプ ログ ラムに実行 権 を譲 る。 入 出力処 理 が 完了 した時点,再 び実行権を放棄し待 ち

状 態 とな っ てい る タス ク プ ログ ラム に制 御 を返 す。

表2-6　 外 部 入 出 力機 器 制御 マ ク ロ

マ ク ロ名 機　　　　能　　　　概　　　　要

10RQ$ タスクプログラムが命令した外部入出力機器との入出力処理が完了

するまで実行権を放棄して待ち状態とする。

■

●
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●

■

■

3.マ ク ロの説 明 と使 用 方法

　 こ こで は 本 モ ニタ プ ロ グ ラムで 提供 す るマ ク ロの機能 の説 明 と使 用 方法 につ い て説 明 す る。

　 マ ク ロと受 けわ た しを 行 うパ ラ メー タは,す べ て レジ ス タ経 由で行 う。 また,マ ク ロを タ ス クプ ロ

グ ラ ム内で使 用 す ると きマ ク ロ を起 動 す る前 にDI命 令 で割 り込 み不 可 と す る。 マ ク ロの実 行 が終了

し,起 動 元 へ戻 って きた ときは,す で にEI命 令 で割 り込 み可 の 状態 に な ってい る。

ろA　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 実 行 管 理

5・1・1　 RQST$,$RQSTマ ク ロ

(1)機 　 　能

　　 タス クプ ログ ラムを起 動 し,要 求 先 タス クプ ログ ラム実行 に 必要 な パ ラメ ータ をわ た すこ とがで

　き る。 わ た され たパラメータは,要 求 先 タス ク プ ログ ラムの キ ュ ーバ ッ フ ァ@QUEBに 一 時格 納 され,

　RTRV$マ クロで取 り出 され る。

(2)起 動 方法

　　① 　形 　 　式

DI

CALL

あ るい は

タ ス ク マ ク ロ

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 モ ニ タマ ク ロ　　　　　　　　　　　　　　　、

　 ② 　パ ラメー タ

　 　　 C　 Reg　 :起 動 す る タ ス ク プ ログ ラムの 番号 を設 定す る。

　 　　 CE　 Reg　 :要 求 先 タス クプ ログ ラムへ わ た すパ ラ メー タが格 納 され てい る領域 の 先頭 ア ド

　 　　 　 　　 　　 　 レス を設 定 す る。

(3)注 意 事項

　 ① わ たす パ ラメー タの 大 き さ(バ イ ト数)は 要 求 先 タ ス ク プ ロ グ ラ ム で 定 め ら れ 固定 で あ

　 　 る。 パ ラ メー タの大 き さは モ ニ タプ ログ ラム作成 時 に タス ク管 理情 報@TCBCに 設 定 す る。

　 ② 　本 マ ク ロ実 行時 に要求 元 タス ク プ ログ ラムの領 域 か ら要 求 先 タス ク プ ログ ラム の キュ ーバ ッ

　 　 フ ァ@QUEB内 にパ ラ メ ー タの転 送が 行な わ れ る。

　 　　 パ ラ メ ー タの受 けわ た しにつ い てはRTRV$マ ク ロの 注意 事項 も参 照 の こ と。

　 ③ タ ス ク プ ログ ラムの番 号 をT1とT,と し,タ ス ク プ ログ ラムT、 か ら タ1ク プ ログ ラムT2を

　 　 本 マ ク ロで起 動要 求 した と き,実 行タスクプ ログ ラムは2つ の タス ク番号 の違 い に よ り次の よ う
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に な る。

O　 T1〈T2(優 先 順 位 はT1の 方 が高 い)の とき

　 　 タス ク プ ログ ラムTlが そ の まま 実 行 を継 続 し,

　 RQUEに 登録 さ れ実 行 待 ち状 態 とな る。

O　 T,>Tパ 優 先 順位 はT2め 方 が 高い)の と き

タ ス ク・プ 』 グ ラ ムT,は,・ デ イ キ 。一@

　タス クプ ログ ラムTiが 先に 実 行 され,タ スクプログラムT,は 実行 中断 とな りレデ ィキ ュー

@RQUEに 登 録 さ れ る。

◆

●

5.1.2　 EXIT$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　 　タス グプ ログ ラ'ムの実 行 を 終 了 させ る。

② 起 動方 法

　 ① 形 　 .式

DI

CALL　 EXIT$

　 ② 　 パ ラメ ー タ

　 　 　 な し

(3)注 意事 項

　 　 な し

5.1.5　 STIM$,$STIMマ ク ロ

(1)機 　 　能

　 　タ ス クプ ログ ラム を指 定 し た時 間 間隔 で 周期 時 間起 動 す る。

(2)起 動方法

　 ① 形 　 　式

DI

CALL　 STIM$

タ ス ク マ ク ロ

◆

●

あ るい は

CALL$STIM

モ ニ タ マ ク ロ

一22一
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●

■

■

　 ② 　パ ラ メー タ

　 　　 CReg　 :周 期 時間起 動 す るタ ス ク プ ログ ラム の番号 を設定 する。

　 　　 DE　 Reg　 :周 期 時間 間 隔(×100msec)を 設 定す る。

(3)注 意事 項

　 ① す で に周 期 時間 起 動 され て い る タス ク プ ログ ラムに対して,再 度 周期 時 間起 動 の指 定 を本 マ ク

　 　 ロで行 うと,再 指定 され た周期 時 間間 隔で起 動 され る。

　 ② 周期 時 間 をImsec(DE×100msec),タ ス ク プロ グ ラムの実 行時 間 をTm5ecと して,

　 　 タ ス ク プ ログ ラムの 周期 時 間起 動 を 図示 す ると次 の よ うに な る。

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 Tmsec　 　　　　 Tmsec

1

1　　　　　 .　　　　　　　　　　1　　　　　　`　　　　　　　　　 l

rr　 　　 「一 「　　　 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 `

TIM$あ るい は

$STIMの 実 行

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一●-
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　'1　̀　　　　　　　　　　　　　

l　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　 8　 `

一　一 　一　●

　 　 　 △

`

Imsec

1

Imsec Imsec

●

　　　　　　　　　　　　図3-1　 STIM$と$STIMマ クロの実行

5.1.4　 RTIM$,$RTIMマ ク ロ

(1)機 　 　能

　　 STIM$あ るい は$STIMマ ク ロで指 定 した タ ス ク プ ログ ラムの周 期 時間起 動 を解 除 す る。

(2}起 動 方法

　　① 形 　 　式

DI

CALL　 RT　IM$

あ るい は

タ ス ク マ ク ロ

　 　　 　 CALL$RTIM

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 モ ニタ マ ク ロ

② 　パ ラメ ー タ

　 　 CReg:周 期 時 間起 動 を解 除 す る タス ク プ ロ グ ラムの番 号 を設 定 す る。

一23一
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(3)注 意 事 項

　 ① 周期 時 間起 動 してい な い タス クプ ログ ラムに対 し て,本 マ ク ロで 周期 時間 起 動 の解除 を行 な

　 　 った と きは無 視 され る。

●

5.　2.タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 同 期 制 御

5.2.1　 WAlT$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　 　タ ス ク プ ログ ラムの 待 ち合 わ せ を行 う。

(2}起 動 方法

　 　① 形 　 　式

■

DI

CALL　 WAIT$

　 ② 　パ ラ メー タ

　　 　 CReg:待 ち合 わ せ る(i]VA　1　Tさ せ る)タ ス クプ ログ ラムあ番 号 を設 定 す る。

(3)注 意事 項

　 ①WAITす るタ ス クプ ログ ラムが 自分 自身 の と きは,他 の タス ク プ ログ ラムでPOST$マ ク ロ

　　 を 実行 しWAITを 解 除 す るま でWAITす る。

　 ②WAIT$とPOST$マ ク ロを使 用 した タ ス クプ ログ ラムの 同期 制 御 を例 を用い て 説 明 す るe

　　 こ こで は タス ク番 号T1の アプ リケーシ ョン ・タ ス クプ ログ ラム と タス ク番 号Tiの 入 出力処 理 ド

　 ラ イバ ー)タ スク プ ログ ラム を考 え る。 タ ス ク プ ログ ラムT1タ ス クプ ログ ラムT2を 起 動 す る。

　 タ ス クプ ログ ラムT2は 入 出力 機器 か らデ ー タを入 力し,バ ッフ ァエ リヤに設 定す る。 タ ス クプ ロ

　 グ ラムT,は,タ スクプログラムT,の 入 力 したバ ッフ ァエ リヤ にあ るデ ータ を も とに処 理 を継 続 す

　 る。 この一 連 の処 理 を正 し く実 行 す る には,WAIT$とPOST$マ クロを使 用 して 次 に示 す図 の

　 よ うに タス クプ ログ ラムT1とT2の 同期 を と る必 要 が あ る。

亀

■
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●

■

■

T1の 処 理 中断

タス ク フ。ログ ラムT1

LD　 C,　 T2

DI

CALL　 RQST$

↓

LDC,Tl

DI

CALL　 WAIT$#

　　　↓

タスクプログラムT2

T2の 起動

　　　　　　　↓

r－__デ ータの入 力 処理一

　　　　　　　↓

　 　　 LD　 C,　Tl

　 　　 DI

　 　　 CAL,L　 POST$.

　 　 1

一

巳 フ・エリア

T1の 処理

　　 再 開

　　　　　　　　　　　　　図3-2苓 クプログラ今の同騨 御

5.2.2　 POST$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　　WAIT$マ ク ロで指 定 した タ スク プ ログ ラムの待 ち合 わせ を解 除 す る。

(2)起 動 方法

　　① 形 　 　式

入出力機器

　　　　 　 DI

　　　　 　 CALI、 　POST$

　 ② パ ラメー タ

　　　 CReg　 :待 ち合 わ せ を解除 す るタ ス クプ ログ ラム の番 号 を設 定 す る。

(3)注 意 事項 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　、　 　 』　 .　　 .,　 　 　 　 　 、‥

　 ①WAIT状 態 とな っ てい な い タ ス クプ ログ ラム に対 して 本 マ ク ロを実行 した と きは 無 視 され る。

　 ② 　 POST$マ ク ロを使 用 し た タ スク プ ログ ラムの 同期 制御 の例 については,・WA,IT$マ ク ロの注

　　 意事 項 を参 照 の こ と。
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5.2.5　 0NTM$マ ク ロ ・

(1)機 　 　能

　 　タス クプ ログ ラムを指 定 時 間(遅 延 時 商)た け待 ち状 態 に して,遅 延 時 間経 過 後 タス ク プ ログラ

　ム を起 動 す る。

(2)起 動 方法

　 ① 　形 　 　式

阜

白

DI

CALレONTM$

　 ② パ ラ メー ダ

　 　　 CReg　 :遅 延 時間 起 動 す る タ ス クプ ログ ラムの番 号 を設 定 す る。

　 　　 DE　 Reg:遅 延 時間(×10'Oms)を 設 定

(3)注 意事 項 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ;

　 ① 遅 延 時間 起 動す るタ ス ク プ ログ ラムが 自分 自身の タス クプ ログ ラムの と き,遅 延時 間 が経過

　 　 す るか 他の タス ク プ ログ ラ ムでOFTM$マ ク ロを実 行 す るまで 待 ち状 態 とな る。

　 ② 　 遅延 時間 起 動す るタ ス ク プ ロ グ ラムは,本 マクロ実行時 に実 行 状態(RUNす なわ ち 自分 自身の

　 　 タ ス クプ ログ ラム)か 実行 可 能状 態(READY)に な けれ ぼな らな い。

　 ③ す でに遅 延 時間 起動 指 定 され てい る タス ク プ ログ ラムに 対 して 本 マ ク ロを実行 す る と,そ の

　 　 時 点か ら再 指 定 した遅 延 時 間 後起 動 され る。

5.2.4　 0FTM$マ クロ

(1)機 　 　能

　 　タ ス クプ ログ ラムの 遅延 時 間 起 動 を解 除 す る。

(2)起 動方 法

　 　① 　形 　 　式

DI

CALL　 OFTM$ ●

　②　パラメータ

　　　 CReg　 :遅延時間起動を解除するタスクプログラム番号を設定する。

(3)注 意事項　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　 「　　　　　　　 :tデ

　① 本マクロで指定したタスクプログラムが遅延時間起動待ち状態となっていないどきは無視さ

　 　 れ る。

◆
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5.ろ　 シ ス テ ム 共 有 資 源 の 管 理

5.5.1　 ATCH$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　 　デ バ イス(外 部入 出力機 器,バ ッフ ァ)'な どの シス テ ム共 有資 源(リ ソ ース)の 専 有 を宣 言 す る。

(2)起 動方法

　　① 形　　式

　　　　　　DI

トイ,、ノ3

トイ
◆
、ノ3

② 　パ ラメ ー タ

　 　 DReg　 :専 有 す るデ バ イ ス番号 を設 定 す る

　 　 　　 　 　　 　 　 76543210

11 1 1ー
1-DR・g

－
　　　　　Lデ バイス番号

マ ク ロの タ イ プ

　 　　 0:WAITタ イ プ

　 　 「1:DEFERタ イ プ

(3)注 意事 項

　 ① 本 マ ク ロ実行 時 にデ バ イ スが 専 有 され てい る とき,WAITタ イ プで あ るとデ バ イ スの専 有 が

　　 解 除 さ れ るま で待 ち状 態 とな り,専 有 が 解除 され た と きに ノ ーマル ・リター ンす る。DEFER

　 タ イ プで あ る とデ バ イ ス専 有 中の ときは ビジー ・リタ ー ンし,専 有 されて い ないと きは ノーマ ル

　 ・リタ ーン す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㍉

　 ② エ ンプ テ ィあ るい は ノー マル リタ ー ン先 には3'バ イ トの領域 が あ り,利 用 者 はJP命 令 を使

　　 用 して,各 々の リター ン別 に処 理 の振 り分 けが で きる。　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

一27 一
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　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 図3-3　 ATCH$マ ク ロの 戻 り先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll、L　ATck$　'L
　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 JP　 　 L1000

　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 JP

　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　LloOO　 EQU　 $

　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　L2000　 EQU　 $

3.5.　2　 DTCH$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　　デ バ イ スの専 有 を解 除 す る。

(2)起 動 方法

①∵ 　 ・ 一 ▽

　　 　 　 　 　CALL　 DTCH$

② ㌫ 一1

専有を解除す。デバ元。㌫ 設定す。.

(3)
.注 静 項　　

、なし 　 一,. ."　 ",

5。 ∴TB,$マ クロ

狸 ㌫ 一 から一 … 続す・ブ・・ク… を一 ⌒ 領… 頭
　 ア ドレス を返 す。

　(2}起 動 方 法

　　 ① 形 　 　式

　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 一28一
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●

●

■

　 ② パ ラメ ータ

　　 　 CReg　 :確 保 す る ブ ロ ック数 を設 定 す る。

　　 　 DE　 Reg:確 保 した バ ッ ファ エ リヤの領 域Q先 頭 ア ドレスが設 定 され る。

(3)注 意 事項 　 　 　　 　 　　 　 ・　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 ㌧ 　　 　 　∴

　 ①1ブ ロ ックの大 きさ(バ イ ト)と バ ッフ ァエ リヤ@BUFF内 の 全 ブ ロ ッ ク数 は 利 用 者 が

　　 定 義 し ブ ロ ック管 理 情報@BLOKに 設 定 す る。

　 ② 本 マ ク ロを使 用 して複 数 の ブ ロ ックを同 時 に確保 す る こ とがで きた と き,そ れ らの ブ ロ ック

　　 は ア ドレス上連 続 してい る。　 　 　 　 　 　 　　 ...,　 、　 …　　 　 　 　 　 '　　　 　 　 ,

　 ③ 　指 定 され た ブ ロ ッ ク数 の 領域 を確保 で きた ときは ノ ー マル リタ ー ンし,,ブ ロッ ク数 が十分 で

　　 あ って も連続 した ブ ロ ック を確 保 で きな か った と き,あ るい は ブ ロッ ク数 が不 足 の ときは ビジ

　 ー リタ ーン する。

　 ④ ビジーあ るい は ノ ー マル リター ン先 には3バ イ トの領 域 が あ り,利 用 者 はJP命 令 を使 用 し

　　 て,各 々の リタ ー ン別 に処 理 の振 り分 け がで き る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 図3-4　 GTBF$マ ク ロの 戻 り先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
DI

CALL　 GTBF$

JP　 　 L1000

JP　 　 L2000

LloOO　 EQU　 $

L2000　 EQU
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5.　5.4　 PTBF$マ ク ロ

(1)機 　 　能

　 確保 して あ るバ ッフ ァエ リヤの 領域 を解 放 す る。

(2)起 動 方法

　 ① 　形 　 　式

DI

CALL

●

　　② パ ラ メー タ 　 　 　 　 　 　　 ー 一.1"1

　　 　 　CReg　 :解 放 す る領域 の プ ロ ッ・ク数 を設 定 ず る。　 '1　 　 1　 .　 L

　　 　 　DE　 Reg:解 放 す るバ ッ フ ァエ リヤ 内の領域 の 先頭 ア ドレス を設 定 す る。

(3)注 意事 項　 　　 　 "'tt・ 　　 't"t　 　　 　　　 　　 　 一

　　 　な し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　,・ 　 、　 　 　 `∵ ・

5.4　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム 間 の 相 互 通 信

5・　4.1　 RQST$「;$RQSTマ ク ロ

・'311.1　 RQST$t・$RQSTマ ク ロの説 明 を参 照 の こ と

5.　4.2　 RTRV$マ ク ロ

(1)機 能 　 　 　 　　 『一'　　 …

　 本 マ ク ロ 実 行 タ ス ク フ.ロ グ ラ ム の キ ュ ー バ ッ フ ァ@QUEB内 に待 ち行 列 を作 ってい るパ ラ

　メ ータ を取 り出 す。　 　 　 　 　 '一'一 一　 　∵ 　 　'

(2)起 動方法

　 ① 形 　 　式

DI

CALL

∫

●

⑨

② 　パ ラメー タ

　 　 DE　 Re琴:受 け とるパ ラメ ータ を格納 す る領域 の先 頭 ア ドレス を設 定す る。
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(3)注 意 事項

　① 本 マ クロ実 行 後 で もキ ューバ ッフ ァ@QUEB内 にパ ラ メー タが残 つ'(.Y・れ ばE～dT$マ クロ

　　 実 行 後 タス クプ ログ ラ ムは再 起動 され る。　 　 '　　 "　 　 i

　② 本 マ ク ロ実 行時 に タス クプ ログ ラムの キ ューパ ッフY　@.QUEBiか らタス クプ 只グ ラム の領 域

　　ヘ パ ラ メー タの転送 が行 な われ る・ 　 　 　 4"・{'.1-　 ・・":'

③ パ ラメ ー タを持 たな い タス クプ ログ ラム で もその最 初 の処 理 で本 マ ク ロを1度 起動 す る こ と。

　　 タス ク管理 作 業鰍 ・TCBWの 中の キ ュ ー リザ ー ブ数UQST$.($'i　 Q3'T)マ ク・で+・ され

　 　 RTRV$マ ク ロ で 一1さ れ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ　　　　　　　　　　　　　'　 、t　、　 『.'・'　 　;　　 1

④ キ ュ ー バ ッ フ ァ@QUEBが 空 の と き は エ ン プ テ ィ リ タ ー ン し,パ ラ メ ー タ を タ ス ク プ ロ グ ラ

　 　 ム の 領 域 に 転 送 終 了 時 は ノ ー マ ル リ タ ー ン す る。　 　 　 　 　 　 ・,'"・,ビ 、'　 、一 パ 　 　t・J　 .'・　1'

　 　 　 エ ン プ テ ィ あ る い は ノ ー マ ル リタ ー ン 先 に は3バ イ トの 領 域 が あ り,利 用 者 ぱJP・ 命 令 を使

　 　用 し て,各 々の リタ ー ン 別 に 処 理 の 振 り分 け を で き る。　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 ・　 　 ・…　 '

図3-5　 RT　RV$マ ク ロの 戻 『り先

　　　　　　　↓
DI

CALL　 RT　RV$

JP　 　 LlOOO

JP　 　　L2000

皇

LlooO　 EQU　 $

L2000　 EQU　 $

⑤RQST$あ るい は$RQSTとRTRV$マ ク ロでの 実際 の パ ラメー タ受 けわ た・しの状 態 を次の

　 図 に示 す。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目.,　 　 =　 』　 　 　 　 :'　 　 　 　 ・:'・;

　　 パ ラ メー タを送 る側 の タ ス クプ ロ グラ ムの番 号 をT、,受 けとる側 の タ ス クプ ロ.グラ ムの 番 号

　 をT2と す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・　 ∫・

●
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'スクプoダ ラ▲T■

＼
　 馳、

タスクプログラ▲T,-

1
一

1
LD　 bB.㎜ LD　DS.1『P▲8垣
LD.c.　 T・ DI

DI
一

CALL　 RTRW
C剣山`鴫8怜"1 タス クプ ロダ ラムT・

喘

1
　 　　　 ,

1

WP▲ 囲6q巨 」8 1㎜EQU●

≡ コ一一l　　 l一一[i三三コ

' タスクプログラムT2
のヰ ユーパ7フ ァ

●QU随
、

図3-6　 RQST$($RQST)とRTRV$マ クロのパ ラメータ受 けわた し

ろ.5外 部 入 出 力 機 器 の 制 御

5.　5.　1　 10RQ$マ ク ロ　 　 　 　 　・　 　 　 　 、

α)機 　 　能 　 　 '　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 本 マ クロを起 動 した タ ス クプ ログ ラム をデ バ イ ス(外 部入 出力機 器)の 入 出 力完 了待 ち状 態 とす

　る。 デバ イス か らの割 り込 み があ るか,指 定 入 出力 時 間 の超 過(タ イ ムア ウ ト)で,タ ス クプ ログ

　 ラムの入 出 力完 了待 ちを解除 す る。

　 本 マ ク ロの 実行 前 にATCH$マ ク ロで,デ バ イ スの 専 有宣 言 を して お く必要 があ る。

(2)起 動 方法

　 ① 形 　 　式 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一1　 　 　 ;

,

DI

CALL　 IORQ$

1タ イ ムア ウ トリB－ ン1

3バ イ ト

レ ー マ・レリ タ ー ン1

3バ イ ト

　 ② 　パ ラメ ー タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　 ・

　 　 　 DReg　 :デ バ イ ス(外 部入 出力機 器)番 号 を設 定 す る。

　 　 　 肌Reg:タ イム ア ウ ト時間(×100msec)を 設 定 す る。

(3)注 意事 項
ぐ

　 ① デ バ イ ス番号 は利 用 者 が外 部 入 出 力機器 に割 り当 て た番号 であ る。

　 　 デ バ イ ス割 り込 み マ ス ク@DMSK上 の該 当 す る外 部入 出力 機器 の 順序 と対応 をと る必要 が あ る。

　 ② 指 定 した 入 出力 時 間内 に デバ イス(外 部入 出力 機器)か らの応 答が あ った ときは ノー マル リ

　 　 タ ーン し,入 出力 時間 が 経 過 して も応 答 がな い と きは タ イム ア ウ トリター ン する。

　 　 ノ ーマル リター ンあ るい は タイ ムア ウ トリタ ー ン先 には3バ イ トの領 域 が あ り,利 用 者はJP

　 命 令 を使 用 して,各 々の リタ ーン別 に処 理 の振 り分 け がで きる。

'

●
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図3-7　 、IORQ$マ ク ロ の 戻 り 先

　　　　　　　　↓
■

●

DI

CALL

JP

JP

10RQ$

LlOOO

L2000

LlOOO　 　EQU　 $

L2000　 　EQU　 $

③10RQ$マ ク ロの処 理概 要 を次に 示 す。

入出力処理

　 タスクプログラム

、

DI

CALL　 IORQ$

i
JORQ$

　マクロ処理

タスクプログラム

　 　 　 管理

外部入出力機器

図3-8　 10RQ$マ ク ロの処 理

●

o

① 外 部入 出力 機器 の 割 り込 みマ ス ク を開け る。

② 外 部入 出力 機器 との入 出 力処理 実行 中,実 行 可能 状 態(READY)の 他 の タス クプ ログ ラムを

　 実行 させ るた め に タ ス クプ ログ ラム管 理へ 制御 が わ た る。

③ 外 部入 出力機 器 か らの割 り込 みが入 る。

④ 外 部入 出力機 器 の 割 り込 みマ ス クを閉 じる。

⑤ 入 出 力処 理 タ ス1クプ ログ ラムへ 制御 が 戻 り処理 が続 行 され る。
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4.シ ス テ ム共 通 領 域 の 説 明

　 シ ス テム共 通領 域 とは,モ ニ タプ ログ ラム が タ ス クプ ログ ラムの 実行 管理 を行 う と き,タ ス クプ ロ

グ ラム 自身 が走 行 す ると き,さ らに モニ タ プ ログ ラムが 提供 してい るマ クロの 実 行 処理 な どに 必要 と

す る領域 の こ とで あ る。

　 シ ス テ ム共 通 領域 の ほ とん どは,利 用 者 が作 成 す るシ'ステ ム ご とに異 な る。

　 シ ステ ム共通 領域 で モ ニ タプ ログ ラム,'あ るらは,利 用 者 が作成 す るタ ス クプ ログ ラム で作 業領域

と して使 用 す る領域 以 外 は,モ ニ タ プ ログ ラム作成 時 に個 々の領域 の形 式 に 従 って,利 用者 の システ

ム用 に 内容 を定 義 しなけ れ ばな らな い。 ま た作 業領 域 の中 には,そ の大 きさ を利 用者 の シ ステ ムに合

わせ た 大 き さと しな けれ ば な らない もの もあ る。

　 本 モニ タ プ ロ グ ラムで は,利 用者 が容 易 に 内容 定 義の 必要 な 領域 の展 開 が で き る よ うなMACRO-

80ア セ ンブ ラ言語 の マ ク ロ定 義命 令 を使 用 した マ ク ロを用意 してあ る。利 用 者 は,可 変 値 をパ ラメ

ー タで与 え マ ク ロを呼 び 出す こ とで容 易 に要 求 す る内容 を持 つ 領域 を展 開で きる。　 一

　 シス テ ム共通 領域 に は,利 用 者 が,そ の領域 を主 記憶 壇 上 に確保 して お くだ け で 良い も の もあ る。

しか し・利 用者 が モ ニ ・プ ・グ ラムの処 理 内容 を把 握 しよ うとす ると き理解 の 助ゆ`な る よ,うに・ こ

こで は,一 応 モ ニ タプ ログ ラムで使 用 す る,す べ ての共 通領域 につい て 説 明 して あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　　　∨

●

'

`
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実行タスク情報ORUNTO

　　　 タスク番号

タスク管理 ●TCBC 、　 キューバ ッファ@QUEB タスクスタックエリヤ@TSTK

タスク管理情報
　　開始ア ドレス

割り込みフラグ ●IFLG
8

9

0

1

..

.-

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

　

　

　

　

1

1

1

1

1

1

1

1

[

タスクプログラム
　　開始ア ドレス

キューバッファ

　　開始ア ドレス

キューバッファ
　　終了ア ドレス

タスク管理作業領域OTCBW

チュLリザーブ徴

キューバッファ
　　開始 アドレス

キューバッファ
　　終了アドレス

デ・qス 番号

周期 タイマー
　　インターバル

期 タ、イ マ ー

　カウン トエ リア

ウェイ'トタイマ

　 カウン トエ リア

デパイスタイマ

　　カウン トエリア

図4-1 システム共通領域の構成

ブロック使用情報OBMAp

@BUFF

ッ ク

割り込み処理
　入 口アドレス@INTA

一　入 口ア ドレス　 .

・

一　　　　　　〃　　　　　　　_

一　　 　　 　　〃　 　　　 　　 　_

　 　 ,」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

デバイス割り込みマスクODMSK

』『　 ^
デバイス管理情報@DEVT

'

デバイスステイタス

]
]

占有タスク番号

　 　 　 ト

　 　 　 　 　 F

,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

禽

　キ三一開始デドレス@QUEA
・0

2

4

レディキュー

　　開始アドレス

タイマキ ュー
　　開始アドレス

ウェイ トキュー

　 ,開 始 ア ドレス

レディキュー ⑦RQUE
一

レディキュー個数

レディタスク番号

■

　 　 　 　 "

～ 　　　　　「　 　 　 　　 　 　 　　 ～
一

夕イマギュー@TQUE
－

～

タイマキュー個数

タイマタスク番号

ワ

"

　 　　 　 ～

ウェイトキュー@WQUE

ウ ェイ トキ ュー個数

ウェイトタスク番号



4.1

4.1.1

(1)機

モ ニ タ プ ログ ラム 作業 領 域

　実行タスク情報(@RUNT)

能

現在 中央 処 理装 置(CPU)を 専 有 して 走行 してい る タ ス クプ ログ ラムの 情報 を抑え てい る。

②　形 式

@RUNT

0

1

2

3

4

タスク管理情報
　　 開始了 ドレズ

タスク管理作業領域
　　開始ア ドレス

タ ス ク番 号:現 在 モ 三 タ ブ ログ ラム配 下 で走 行 してい るタ ス クプ ログ ラムの番号 が設定

　　　　　 される。

　　　　　 アイ ドル嫌Cと きはFFHが 設定される。1

タ,スク管理情報開始ア ドレス　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　:タ スク番号に該当するタスク管理情報@TCBCの 開始位置が設定される。

タスク管理作業領域開始ア ドレス

　　　　　 :タ スク番号に該当するタスク管理作業領域@TCBWの 開始位置が設定され

　 　 　 　 　 る。

(3)'注 意事 項

① モ ニ ・ プ ログ ラムが作 業 領域 的 に使 用 す る領 域 で 苧 り・ モ 三 夕 プ ログ ラ三作鵬 にPバ イ ト

　　 の領域を確保するだけで良い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　 ・

② モ ニ ・ プ ・グ ・・の ・ ・一・卜・ ・掴 ・・ 初 雛 処理 で ・ ス ・鶴 にF'・Hす なわ ち・ イ ド

　 　 ル状 態 が 設 定 され る。

4.1.2　 割 り込 み フラ グ〈@IFLG)

(1)機 能 　 ..'　 　 　 　 .、

　 外 部割 り込 みか プ ログ ラム割 り込 み かの識 別 に使 用 す る。

(2)形 　 　式

　 　 　 　 　@IFI.G

割 り込 み フ ラグ

一36一
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　 　 　 　 　割 り込 み フラ グ:割 り込 み の識別 に使用 す る。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 0:プ ログ ラム割 り込 み であ る。'

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　1:外 部 割 り込 み で あ る。

(3)注 意事項

　 ① 外部 割 り込 み は外 部 入 出 力機 器 か らの割 り込 みで,プ ログラム割 り込み は タ ス ク プ ログ ラムか

　 　 らモ ニ タ プ ログ ラムの マ ク ロ実行要 求 で あ る。

　 ② タス ク プ ログ ラム管 理 の 最後 で割 り込 み元 へ の復帰,『す なわ ちRETかRETIい つ れ の命令

　 　 の 実行 か は,こ の フ ラグを判 定 して行 う。

　 ③ モ ニ タ プ ログ ラム作 成 時 に1バ イ トの領域 を確 保 す るだ けで 良 い。

　 ④ モ ニ タ プ ログ ラムの ス ター トア ップ時 に,初 期 化処 理 で0が 設 定 され る。

4.2　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム 管 理 領 域

4.2.1　 タス ク管理 情報 く@TCBC)

(1)機 　 　能

　 　タ ス クプ ログ ラム の位 置,あ るい は,実 行時 に使 用 す る領域 な どタス クプ ログ ラムの 固定 情報 を

格 納す る。

　 　モ ニ タプ ログ ラム作 成 時 に,タ ス ク管 理 情報 で モ ニ タ プ ログ ラム配 下 で走 行 す る タ スク プ ログ ラ

　 ムを登 録 し,そ の 情報 を定 義 す る。　 　 　　 、

(2}形 　 　式

亀

@TCBC

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11,

　 タスクプログラムー_

　 　 　 　 開始 ア ドレ ス

　 キ ュ ー バ ッ フ ァー　　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　 　 　 　 開始 ア ドレ ス

　 キ ュ ーバ ッフ ァー_

　 　 　 　 終 了 ア ドレ ス

キ ューの 大 き さ

　 ス タ ツ ク エ リ や一 一

　 　 　 　 開始 ア ドレス

_　 タスク管理作業領域　　_

　 　 　 　 開始 ア ドレス
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　　 　 　　 タス クプ ログ ラ ム開始 ア ドレス　 　 ・

　　 　 　　 　 　　 　　 :タ ス ク プ ログ ラムの 最初 の 実行 命令 の位 置 を設 定 す る。

　　 　 　　 　 　　 　　 　 タ ス ク プ ログ ラム起 動時 に,こ の 開始 位置 に制 御 がわ た る。

　　 　 　　 キ ューバ ッ フ ァ開 始 ア ドレ ス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ー'

　　 　 　　 　 　　 　　 :タ ス ク プ ログ ラム起 動時 に わ た され るパ ラメ ー タ格 納 用 領域 で あ る。 キ ュ

　　 　 　　 　 　　 　　 　 ーバ ッ フ ァ@QUEBの 開始位 置 を設定 する。

　　 　 　　 キ ューバ ッフ ァ終 了 ア ドレス

　　 　 　　 　 　　 　　 :キ ューバ ッフ ァ@QUEBの 終 了位 置 を設 定 す る。

　　 　 　　 キ ュ ーの大 きさ

　　 　 　　 　 　　 　　 :タ ス ク プ ログ ラム起 動 時 にわ た され るパ ラメー タの大 き さ(バ イ ト)を 設

　　 　 　　 　 　　 　　 　 定 す る。

　　 　 　　 ス タ ッ クエ リヤ開 始 ア ドレス　 　 　 　 　 　 　 ・　 '・ジ'

　　 　 　　 　 　　 　　 :タ ス ク プ ログ ラ ムが使 用 す るス タ ッ クエ リヤ@TS.TK¢ 　5開始位 置 を設 定 す

　　 　 　　 　 　　 　　 　 る。

　　 　 　　 タ ス ク管理 作業 領 域 開 始 ア ドレス

　　 　 　　 　 　　 　　 :タ ス ク プ ロ グ ラム管 理 作業 領域@TCBWの 開始 位 置 を設 定 す る。

(3)注 意事 項

　 ① モニ タ プ ログ ラム作 成 時 に,タ ス クプ ログラムごと に タス ク管 理情 報 の 領 域を確保 し,各 タスク

　　 プ ログ ラムの情 報 を設 定 す る。

　 ② タ ス ク番号 は タス ク管 理 情報 領域 内 での 各 タ ス クプ ログ ラムの定 義 され てい る順 番 で あ る。

　　 す なわ ち,最 初 に定 義 され て い る管 理情 報 を持 つ タス クプ ログ ラムの 番号 が0で 以 降1つ ずつ

　 昇順 とな ってい る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "　 　 　 　 　 　 　唱　 　 ξ

　 ③ タ ス ク管 理情 報 には タ ス クプ ログ ラムの 固定 情 報が 設定 され,シ ステ ムの立 ち上 げ か ら終了

　　 ま で一 定 であ り更 新 され な い。 タ ス ク プ ログ ラムの 可変情 報 は タス ク管 理作 業 嶺域@TCBWに

　 設 定 され る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　　 　 ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

4.2。2　タスク管理作業領域(@TCBW)

(1)機 　　能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t『

　　タスクプログラム実行時の情報,ま た,実 行中のタスクプログラムの処理が中断するとき実行再

　開に必要な情報を格納する。

(2)形 　　式
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●

亀

@TCBW

O

1

2

'
3　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

4

5　　　　　　　　　　　　　　 tt　　　　　　　　　　 '

6

7

8

9

10　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　-　　　 　 tt　 　 二

11　 　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 ・　　 　 』　 '　 J　　 　　 '　 ・

12

13

14

15

16

17

　　タ ス クス テ イタ ス

　　　 　　`　 :タ ス クプ ログ ラムの現 在 の状 態 を示 す。

　　　 　　 　　　注意 事 項 を参 照 の こと。

　 キ ュー リザ ー ブ数

　　　 　　 　　 :'キュ ーバ ッ フ ァ@QUEB上 にあ る現 在 の キ ュー(パ ラメ ータ)の 個 数 が 設

　　　 　　 　　　定 され る。

　　キ ューバ ッフ ァ開始 ア ドレス

　　　 　　 　　 :次 めRTRV$マ ク ロで取 り出 ざれ る キ ューの位 置 が設 定 され る。

　　キ ューバ ッフ ァ終 了 ア ドレス

　　　 　　 　　 :次 のPQST$($RQST)マ ク ロで 登録 され るキ ュ ーの位 置 が設 定 され る。

　　ス タ∀ ク ポイ ンタ

　　　 　　 　　 :タ ス クス タ ッーク エ リア@TSTK内 の 位置 を指 す。

　 デ バ イ ス番号

　　　 　　 　　 :デ バ イ ス専 有解 除待 ち,あ るいは入 出力 完 了待 ちとなうてい る と き,そ の 対

　　　 　　 　　　象 デ バ イ スの番号 が設 定 され る。

タ ス ク ス テ ィ タ ス

キ ュ ー リザ ー ブ 数

　キ ューバ ッフ ァー 　 　 　開始 ア ド
レス ー

　 キ ュ ー バ ッ フ ァー 　 　 　終
了 ア ドレス ー

ー ス タ ッ ク ボ イ ン タ　 ー

デバ イス番号

周 期 タイ マー 一

　 　 　 　 イ ン タ ー バ ル

周期 タ イマー 一

　 　 　 カ ウ ン トエ リア

　 ウ エ イ トタ イ マー 一

　 　 　 カ ウ ン トエ リア

　デ バ イ ス タイ マー 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_

　 　 　 カ ウ ン トエ リヤ
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　　　 　　 周 期 タイ マイ ン タ ーバ ル

　　　 　　 　　　 　　 　:周 期 時間起 動 タス クプ ロ グ ラム とな っ たと きに,そ の周 期 時 間間 隔 が設 定

　　　 　　 　　　 　　 　 され る。

　　　 　　 周期 タイ マ カウ ン トエ リヤ

　　　 　　 　　　 　　 :周 期 時 間起 動 タ ス クプ ログ ラムの とき,そ の 周期 時 間経過 を記 録 す る。

　　　 　　 ウ ェ イ トタイ マ カ ウン トエ リヤ

　　　 　　 　　　 　　 　:遅 延時 間起 動 タ ス クプ ログ ラムの ときに,そ の遅 延 時間 経 過 を記 録 する。

　　　 　　 デ バ イ ス タイ マ カ ウン トエ リア

　　　 　　 　　　 　　 　:デ バ イ スの入 出 力処 理 時 間 の経 過 を記 録 す る。

(3)注 意事 項

① タス ク管 理作 業 領域 は,モ ニ タ プ ログ ラム作成 時 に 各 々の タス ク プ ログ ラムに 対 して,18

②

③

バ イ トの 大 きさの 領域 を確 保 す るだ け で 良い 。

タス クステ イ タスの 詳細 を次 に示 す。

　　 76543210

タ ス クス テ イタ ス

　　　　　　　　　　　　　　　　L1。 の、g,　WAIT$マ,。 による待ち状態、な

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 って い る。

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　"1"の と き,ATCH$マ ク ロに よるデ バ イ ス専 有

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 解 除待 ち状 態 とな ってい る。

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　tt　1"の とき,　STIM$($STIM)あ るい は,ONIM$

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 マ ク ロに よる指 定 時 間経 過待 ち状 態 とな ってい る。

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　"1"の とき,10RQ$マ ク ロに よ,る入 出 力処 理完

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 ・　 　 　 了 待 ち状 態 とな って い る。

　 　　 　 タス クプ ログ ラムの状態

　 　　 　　 tt　O　」):DEAD状 態 に あ る

　 　　 　　 "1":RUN,READYあ るい はWAIT状 態 に あ る。

タ ス ク管 理 作業 領域 は,モ ニ タ プ ログ ラムの タ ス ク プ ログ ラム実 行管 理 で作業 領 域 的 に使 用

　 され る。

④ モ ニ タ プ ログ ラム のスター トア ッフ「時に,初 期 化 処 理 で タ ス ク管 理 作業 領域 の キ ューバ ッ ファ

　 開 始,終 了 ア ドレスに タ スク管理 情 報@TCBCに 設 定 され てい る キ ューバ ッフ ァ開始 ア ドレス

を設 定 す る。 タス ク管 理 作 業領 域 の他 の項 目は すべ てゼ ロ ク リヤす る。

一40一
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図4-2'タ ス ク管 理作 業 領域@TCBWの 初期設 定

@TCBC

設定する

@TCBW

　 　 キ ュ ー バ ッ フ ァ 、一 一

　　　　 開始ア ドレス

●
　　 キ ューバ ッフ ァー 一

　　　　 終了ア ドレス

一_

一 一

一_

一 一

一 一

　　　　　　　 　 @TCBWの キ ューバ ッフ ァ開始,終 了 ア ドレスに@TCBCに 設 定 さ

　　　　　　　 れ てい る キ ュ ーバ ッフ ァ開始 ア ドレス を設 定 す る。

　　　　　　　 　 他 の項 は すべ てゼ ロ ク リヤ す る。

　　　　　　　 　 この初 期設 定 をす べ ての タス クプ ログ ラムの@TCBWに 対 して 行 う。

4.3　 キ ュ ー 領 域

4.　5.　1　 キュ ー開 始 ア ドレス(@OUEA)

(1)機 　 　能

　　 レデ ィキ ュ ー(@RQUE),タ イ マキ ュ ー(@TQUE)さ らに ウェイ トキ ュ ー(@WQUE)の 開始 ア

　 ドレス を管理 す る。

(2)形 　 　式

@QUEA

0

1

2

3

4

5
、
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　 　 　　 　　 レデ ィキ ュ ー開始 ア ドレス

　 　 　　 　　 　 　　 　 　 :レ デ ィ キ ュー@RQUEの 開 始位置 が 設定 され る。

　 　 　　 　　 タ イ マキ ュ ー開始 ア ドレス

　 　 　　 　　 　 　　 　 　 :タ イ マ キ=-6TQUEの 開始 位 置 が設 定 され る。

　 　 　　 　　 ウ ェイ トキ ュー 開始 ア ドレス

　　　　　　　　　　　 :ウ ェイ トキュー@WQuEの 開始位置が設定される。

(3)注 意事 項

　　① 利用者はキュー開始ア ドレスの領域に手を加える必要はない。上記の形式で定義されたもの

　 　 　を ソー ス ・プ ログ ラムで 提供 して い る。

4.5.　2　 レデ イ キi-(@RQUE)　 ',　 　 　 　 　 '　 　 　 　 ^

(1)機 　 　能

　 　実行 可能 状態(READY)の タ ス クズ ログ ラムを登 録 して お く領 域 で あ る。

　　タスクプ・グラムは実行優先順位の高噸 にタスク番号で登顕 れる・

(2)形 　 　式

@RQUE
O

1

2

3

～

'レ デ ィ キ
ュ ーの 個 数

レデ ィ タ ス ク番号

レデ ィ タ ス ク番号

:
.

　 　 　 　 　 ～

く

　 　 　　 　 レデ ィキ ュ ーの 個数 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　't　 tttt';　 　 -一':'　 　 　 　 　 ・

　 　 　　 　　 　 　　 　 :レ デ ィ キ ュ ー に 登 録 され て い る タ ス ク ブ・ログ ラムの 個数 が設 定 され る。

　 　 　　 　 レデ ィ・タ ス ク番 号 ㌦ 　 　 　 　 　 ・."　 　・　 　 '.　 ㌧

　 　 　　 　　 　 　　 　 :実 行 可 能状 態(READY)と なってい る タ ス クプ ログ ラムの番 号 が設 定 され

　 　 　　 　　 　 　　 　 　 る。

(3)注 意事 項

　 ① 利 用者 の シ ステ ム で生 成 す る と考 え られ る実行 可能 状態 の タス クプ ロ グ ラムを見 積 も り,レ

　 　 デ イキ ュ ーの領域 の大 き さを決 め る必 要 が あ る。

　 ② 　 モ ニ タ プ ログ ラムの ス タ ー トア ッ プ時 に 初期 化 処理 で レデ ィ'キュ ニの個 数 に0を 設 定 してい

　 　 る 。

'
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4・5・5　 タイ マ キ ュー(@TQUE)

(1)機 　 　能

　 　 10RQ$マ ク ロに よる 入出力処理完了待 ちや,　 STIM$($STIM)マ クロに よ る周 期 時 間,あ るい

は,ONTM$マ ク ロに ょる遅 延 時 間経過 待 ちの タ ス クプpグ ラムを登 録 してお く領 域 であ る。

　 　タ ス クプ ログ ラムは 実行優 先 順位 の 高 い順 に タス ク番号 で登録 さ れ る。

(2)形 　 　式 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'
■

@TQUE

;♪

～

タ イ マ キ ュ ー の 個 数

タ イ マタ ス ク番 号

タ イ マタ ス ク番号

:
・

　 　 　 1
　 　 　 　 　 ～

　　　　　 タイマキューの個数　　　　　　　　　　　　　　　"

　　　　　　　　　　 :タ イマキューに登録されているタイマタスクプログラムの個数が設定され

　　　　　　　　　　　 る。

　　　　　 タイマタスク番号

　　　　　　　　　　 :入 出力処理完了待ちや周期時間,あ るいは遅延時間経過待ちとなっている

　　　　　　　　　　　タイマタスクプログラムの番号が設定されるポ

(3)注 意事項

　 ① 利 用 者 の シ ステ ムで生 成 す る と考 え られ るタ イ マ タ ス クプ ログ ラム を見積 もり,タ イマキュー

　 　 の 領域 の大 きさ を決 め る必 要 があ る。

　 ② モ=タ ブ ログ ラム の ス ター トア ップ時 に,　?Zl;ca化処理でタイ マキ ューの 個数 に0を 設定 して い

　 　 る。

●

4.5.　4　 ウ 土 イ トキ ュ ー(@WQU　 E)

(1)機 　 　能

　　WAIT$マ ク ロに よ り実 行権 を一 時放 棄 して い る タ ス ク プ ログ ラム,あ るい はATCH$マ クロ を

実行 したが ・デバイスが 専 有 され て いて 解除 され るま で実 行 ・こ入 る こ とが で き ず痔 獄 態 とな って

い る タ ス クプ ログ ラム を登録 してお く領 域 で あ る。　 　 '　　 　 一

　　タ ス クプ ログ ラム は実 行優 先 順位 の 高い 順 に タ ス ク番号 で登録 され る。-

(2)形 　 　式

一4:3一



@WQUE

　　 ウ ェイ トキ ュ ーの個数

　　 ウ ェイ トタス ク番号

　　 ウ ェイ トタス ク番 号

　　　 　　 ウ ェイ トキュ ーの個 数

　　　 　　 　　　 　　 　:ウ ェイ トキ ュ ーに登録 され て い る ウ ェイ トタ ス クプ ログ ラム の個 ・数が設 定

　　　 　　 　　　 　　 　 され る。

'　　 　 ウ
ェイ トタス ク番号

　　　 　　 　　　 　　 :POST$マ クロ実行,あ るい はデ バ イ ス専有 解除 待 ちとな ってい る ウェイ

　　　 　　 　　　 　　 　　トタ スク プ ログ ラムの 番 号 が設 定さ れ る。

(3)注 意事 項

　 ① 利 用 者 の シス テム で生 成 す る と考 え られ る ウ ェイ トタ スク プ ログ ラム を見 積 もり,ウ ェイ トキ

　　 ュ ーり領 域 の大 きさ を決 め る必要 が あ る。

　 ② 　モ ニ タ プ ログ ラム の ス ター トア ップ時 に初 期 化 処 理で ウ ェイ トキ ューの個 数 に0を 設 定 して

　　 い る。

4.5.5　 キ ュ ー バ ッフ7(@QUEB)

(1)機 　 　能

　 　タ ス ク プ ログ ラム間 で受 けわ たす キ ュ ー(パ ラ メー タ)を 一時 的 に格 納 す る領域 で あ る。

(2)形 　 　式

@QUEB

…
～

キ ュ ー

キ ュ ー

キ ュ ー

:

●

　　　　　　　　　～

　　　 　　 キ ュ ー　 :タ ス クプ ログ ラム の パ ラ メー タが設 定 され る。

　　　 　　 　　　 　　 キ ュ ーの大 きさは,タ ス ク管 理 情報@TCBCに 定 義 され て い る。

(3)注 意事 項

　 ① キ ュー(パ ラメー タ)を 持 つ タ ス ク プ ロ グ ラム(タ ス ク管 理情 報@TCBCの キ ュ ーの大 きさ
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　 が1以 上)は,必 らず キ ューバ ッフ ァの 領 域 を確保 す る必要 が あ る。

② キ ュ ーバ ッフ ァ領 域 の 大 き さは,タ ス ク管理 情報@TCBCの キ ュ ーの 大 き さの整 数倍(1,　 2,

　 3,……)で あ り,タ ス ク プ ログ ラムが受 け と りの処 理 を開始 す るま で にわ た され る キ ュ ー(パ

ラメー タ)の 個数 を考 慮 す る必要 があ る。

③ キ=一 バ ッフ ァの キ ュ ー(パ ラメ ータ)の 受 け わ た しはRQST$($RQST)で 行ない,受 けと

　 りはRTRV$マ ク ロで 行 う。

4.4　 ス タ ッ ク 領 域

4.4.1　 モ ニ タ ・ス タ ック ・エ リヤ(@MSTK)

(1)機 　 　能

　　モ ニ タ プ ログ ラムが使 用 す る作 業領 域 で あ る。

(2)形 　 　式

@MSTK
t

(3)注 意事 項

　 ① モニ タ ス タ ッ クエ リヤ は モニ タプ ログ ラム でア セ ン ブ ラ命 令,CALL,　 PUSH,あ るいは,

　　 POPな どを用 い た とき は使 用 され る。

　 ② モ ニ タ プ ログ ラム作 成 時 に,利 用 者の シス テ ムで必要 な大 きさ の領域 を確保 す るだ けで 良い 。

4.4.2　 タス クス タ ックエ リヤ(@TSTK)

(1)機 　 　能

　　 タ スク プ ログ ラム が使 用 す る作 業 領域 であ る

(2)形'　 式

@STTK

タ ス ク ス タ ッ ク エ リア

(3)注 意事 項

　 ① タス クス タ ックエ リヤ は,タ ス ク プ ログ ラム でア セ ン ブ ラ命 令,

　 　 POPな どを用 い た と きに 使 用 され る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

一45－

CALL,　 PUSH,あ る い は



ζ

　 　 　② 　モ ニ タプ ログ ラム作 成 時 に,タ ス クプ ログ ラムで 必要 な大 きさの 領域 を確 保 す るだ けで 良い。

　 　 　③ タ ス クス タ ックエ リヤは,利 用者 カミ作 る タス ク プ ログ ラム各 々に 必要 で あ る。 　 ・

、4.5　 デ バ イ ス 管 理 領 域

　4.5.1・ 割 り込 み処理 入 ロア ドレス(@INTA)

　 川 　機 　 　能

　 　 　シ ステ ム に接続 してい る外 部 入 出 力機 器 に対 す る利 用 者作 成の 割 り込 み処 理 モ ジ ュ ール の入 口 を

　 　定 義 す る領 域 で あ る。

　 (2)'形 　 式 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !　 tt・ 　 　 　 ..　 　 　 ㌧;

　 　 　　 　　 @INTA

}
一 入 ロ ア ド レス 　 ー

_一

一 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一一

　 　 　 　 　 `

　 　 　　 　 入 口ア ドレス,・　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 〔

　 　 　　 　 　　 　　 　 　 :外 部 入 出力 機器 の割 り込 み処 理 モ ジ ュ ールの 最初 の 実 行命 令 の 位置 を設 定

　 　 　　 　 　　 　　 　 　　す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt'・ttt　 rノ・

(3)注 意事 項

　 　① 割 り込 み処 理入 口ア ドレスの 最後(@INTA十14)・ に・は,　'B・イ マ割 り込 み 処理 モ ジ ュール

　 　 　 (ITMR$)の 入 口ア ドレ スが設 定 され て い る。

4.5.2　 デ バ イ ス割 り込 み マ ス ク(@DMSK)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11":　 ・

(1)機 　 　能 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ;

　 　外 部入 出力機 器 か ら入 る割 り込 み の マ ス クパ タ ーン を定義 す る。"… 　 　'　 :

(2)形 　 　式

　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　 ;
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@DMSK

　O

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7'

マ ス ク パ タ ー ン

マ ス ク パ タ ー ン

〃

・ 〃

〃

`　　　　　　　　　 "

〃

〃

　 　　 　　 マス クパ タ ー ン　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.'

　 　　 　　　 　　 　 :外 部入 出力機 器 か ら割 り込 み が入 った ときの マ ス クの ビッ ト位置 を定 義 す る。

(3)注 意事 項

① デ・・イス(外 部 入 出 力機 器)の 割 り込 み マス クか プ ・は・ マ ス クつ 一ンで 定 義 され てい

　 　 る マス クを使 用 す る。

　 ② デバ イス(外 部入 出力機 器)と マ ス クパ ター ンは:0か ら7ま で の若 番 順の デ バ イ ス番号 と

　 　 デ バ イ ス割 り込 み マ ス ク領域 の ア ド、レスの 低い 側 か らの マ ス クパ タンで 対応 させ る。

4.5.5　 デバ イス 管理情 報(@DEVT)

(1)機 　 　能

　 　外 部 入 出 力機器,バ ッフ ァな どの シス テ ム共 有資 源 で あ る デ バ イ ス.(リ ソー ス)の 使 用状態 を

管理 す る領 域 で あ る。

(2)形 　 　式

@DEVT

●
i
(!

デバイスステイタス

一

=

一

一

一

占 有 タ ス ク番 号

　デバイスステ イタス
「

占 有 タ ス ク 番 号

:
・

　 　 　 　 　 ～

デ バ イ スス テ イタ ス

　　 　　 　 :デ バ イ スの使 用 状態 を示 す・

　　 　　 　　 注意事 項 を参 照 の こ と。
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　 　 　 　 　 占有 タス ク番号

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 :ATCH$マ クロで デバ イ ス専有 宣 言 し,現 在使 用 中 の タ ス クプ ログ ラムの

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　番 号 が設定 され てい る。

(3)注 意事 項

　 ① デ バ イ ス番号 は,デ バ イ ス管 理 情報 領域 のデ バ イ スに ア ドレスの低 い 側か ら順 に0か ら始 ま

　 　 る昇 順 で付 与 した番号 で あ る。

　 ② 　デ バ イ ス管理 情 報 の領域 は,シ ステ ムで保 有 す るデ バ イス(リ ソー ス)の 個数 分 確保 すれ ば

　 　 良い。 領域 の大 き さは,デ バ イ スの個 数 ×2(バ イ ト)で あ る。 割 り込 み 関係 の処 理 で使用 す

　 る外 部入 出力 機器 用 に最 低 デ バ イ ス8個 分 の 領域 は確 保 してお くこ と。

　 ③ デ バ イ ス ステ イタ スの詳 細 を次 に示 す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8

　 　 　 　 76543210

　　　　　1川 　 　 　 デバ・スステ・・ス

　　　　　　　　　　　　　　　上i撚 ∴:㌘li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クプログラム㌦がある。

　　　　　デバイスの状態

　　　　　　　 "o":未 使用である。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 t'　1　"　 :使 用(専 有)中 で あ る。

④ 利 用 者 は モニ タプ ログ ラ ムの スタ ー トア ップ時 に初期 化 処 理 で デバ イ ス管理 情 報 の領域 を,

　 すべ てゼ ロ ク リヤ し な けれ ばな らな い 。

4.6　 バ ッ フ ァ 管 理 領 域

4.6.1　 ブ ロ ック管理 情 報(@BLOK)

川'機 　 　器

　 　シ ス テム で確 保,保 管 す るバ ッ フ ァ

(2)形 　 　式

@BLOK

0

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

・エ リア の1プ ロ㌶ クの大 き さと プ ロ ツク数 を蟻 す る・

ブ ロ ックの数

ブ ロ ックの 大 きさ

一48一

●

●

●

●



●

●

■

　　 　 　　 　 ブ ロ ックの数.

　　 　 　　 　 　　 　 　　 :確 保 す るバ ッフ ァエ リヤ を構 成 す る

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 ブ ロッ クの 全個 数 を設 定 す る。

　　 　 　　 　ブ ロ ックの大 き さ

　　 　 　　 　 　　 　 　　 :1ブ ロ ックの大 きさ(バ イ ト)を 設 定 す る。

(3)注 意事 項

　　G)　 シ ステ ムの パ ソ ファ エ リヤ を使 用 しない と き,す な わ ち,GTBF$,あ るい はPTBF$マ ク

　　 　 ロを使 用 しな い と きは,ブ ロ ック管 理情 報 は必要 ない 。

　　② モ ニ タ プ ログ ラム作成 時 に,ブ ロ ック管 理情 報 の領域 を確保 し,ブ ロ ッ ク情報 を定 義 する こ

　　 　 と。

4.6.2　 ブ ロ ック使 用情 報(@BMAP)

(1)機 　 　能

　　 シ ス テ ム パ ッ フ アエ リア 内 の ブ ロ ッ ク使 用状態 を記録 す る領域 であ る。

(2)形 　 　式

　　 　 　　 @BMAP

'　 　 　 　 　ブ ロ
ック ユ ース マ ップ

　　 　 　　 ブ ロ ックユ ー スマ ップ 　 　・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　二

　　 　 　　 　　 　 　　 :1ブ ロッ クを領 域 内 の1ビ ッ トに対 応 させ ブ ロック単位 に,そ の使 用T未

　　 　 　　 　　 　 　　 　 使 用 を記録 す る。

　　 　 　　 　　 　 　　 "O"　 :未 使 用 で あ る。

　　 　 　　 　　 　 　　 　"　1"　 :使 用 中 で あ る。

(3)注 意事 項

　 ① モニ タ プ ログ ラム作 成 時 に,ブ ロ ック使 用情 報 として 必要 な領域 を確保 す るだ けで 良い。

　　 　 領 域 の大 きさ は

　　 　 　　 　　 　 　　 ブ ロッ ク数(@BLOK)　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 バ イ ト(切 り上 げ)

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 8

　　 　 で あ る。

　 ② シ ステ ムの バ ッフ ァエ リヤ を使用 しない とき,す な わ ち,GTBF$,あ るい は,　PTBF$マ ク

　　 ロを使 用 しな い と きは,ブ ロ ック使 用情 報 は必 要な い。

　③ 利 用 者は モ ニ タ プ ログ ラムの ス タ ー トア ップ時 に初期 イヒ処 理 で ブ ロック使 用情 報 の 領域 を,
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すべ て ゼ ロク リヤ しな けれ ば な らな い。

4.6.5　 バ ッフ ァエ リヤ(@BUFF)

川 　機 　 　能

　 　GTBF$とPTBF$マ ク ロを使 用 して ブ ロッ ク単位 に動 的 に確保 解 放 が可 能 な シ ス テムパ ッフ

　 ァエ リヤで あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

(2)形 　 　式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　　 　 ,@BUFF

◆

■

　 　　 　 　 ブ ロ ック　 :ブ ロ ッ ク管 理情 報 で 定 義 した バ ッ フ ァエ リヤの管 理(確 保,解 放)上 の 単

　 　　 　 　　 　 　　 　 　位 で あ る。　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 .・

(3)注 意事 項

　 ① モ ニ タ プ ログ ラム作 成 時 に,バ ッフ ァエ リヤ として 必要 な領域 を確 保 する だ けで 良い 。 　 ・

　 　 領域 の 大 きさは,ブ ロ ック管 理情 報@BLOKで 定 義さ れて い る。 ブ ロ ックの大 き さ とブ ロッ ク

　 数 の 積だ け 確保 す る こ と。

　 ② シス テム のバ ッフ ァエ リヤ を使 用 しな い と き,す な わ ちGTBF$あ るい はPTBF$マ ク ロを

　 　使 用 し ない と きは,バ ッフ ァエ リ ヤは 確保 す る必 要 は ない 。・

●

●
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5.シ ス テ ム ・ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン の 説 明

●

●

　汎 用 的 な機 能 を持 っ たモ ニ タ プ ログ ラム を利 用 者 の開発 シス テ ムに合 わせ 作 成することを,シ ステム

・ジ ェ ネ レー シ ョン とい う。 実 察 に は,2章 で説 明 し たモニ タ プ ログ ラ ムの5っ の基 本 的 な機 能(利

用 者 に ソ ー ス プ ログ ラムの形 式 で提 供)に 対 して,以 下に あげ る一 連 の操 作 を行 うこ とで 利 用者 の

開発 シ ステ ム用 に特殊 化 する こ とで あ る。

　(1)シ ステ ム共通 領域 の生 成

　　 モ ニ タプ ログ ラムお よび タ ス ク プ ログ ラム で使 用 す るシ ステ ム共通 領域 の確保 と定 義 を行 う。

　(2}オ ウン コ ーデ ィ ング

　　 利 用 者 の シ ステ ムに固 有 な処 理,た とえ ば,初 期化 処 理や 外 部入 出 力機器 割 り込 み 処 理 の 部 分

　 を作 成 す る。　 ,　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 ,

　(3)機 能 の選 択 と追加 　 　　 　 　　 　.　　　 　 　　 　 　　 　　 　 、　 ,　　　 　 ,,

　　 利 用 者 の シ ステ ムに必要 な マ ク ロ処理 な どの機 能 の選 択 と利 用者 の シ ステ ムに 固 有 な処 理 を追 ヵロ

　 す る。,

　 シ ステ ム ・ジ ェ ネ レーシ ョン の操 作 には 各種 の ユ 「テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ムが必要 で あ る。　 　 、

　 本 モ ニ タ プ ログ ラムの シ ステ ム ・ジ ェネ レニ シ.ン では,プ ログ ラム開発 角 汎 用 モ 三 夕 プ ロ グ 、ラ

ムCP/Mと,'.そ の 下で 動 くユ 三テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム の利 用 を考 えて い る'。　 .　　 　 　 　 、、'…

　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 モニタプログラム　　　　　　　　 ＼.

**

初期化処理

** ¥*と*** **と***

　 　 　 　 ・

割り込み分析
一

　 　 '工 」

割り込み処理

一 ■ ・

タスク管理

← 、

　マク ロ処理

、

,烏　 「

●

'

㌧'**と***

*

タろクプ・グ弘 ・.

　 　*　 　 :シ ステム共通領 域の生成.　　　　 .=.」

　 　**　 :オ ウシコーデ ィツ グ ー-一

　 　***:機 能の選択 と追加

図5-1　 シ ス テA・ ジ[1ネ レ=シ ョ ン の範 囲
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5.t　 シ ス テ ム ・ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン の 作 業 と 手 順

　 　シ ステ ム ・ジ ェ ネ レー シ ョンの作業 は,利 用 者 に提供 され るモ ニ タ プ ログ ラムの ソース プ ログ ラ

　 ムに対 して 開発 シ ステ ム用 の特 殊 化 の操 作 を施 し,最 終的 に実 行形 式 の プ ログ ラムを作 る こ とであ

　 る。

　 　シ ステム ・ジ ェ ネ レ:シ ョン の作業 で は,汎 用モ ニ タ プ ログ ラムCP/Mを 使 用 で きる環境 と6P

/Mの 下 で動 くテキ ス トエデ ィタ,ア セ ンブ ラ,ま た,リ ン カ ーの各 プ ログ ラム を必 要 とす る。

　 　 　　 　 　　 　 　　 　表5-1　 シス テム ・ジ ェネ レ ーシ ョンの作 業

作　　業 作　　業　　内　　容 使 用 プ ログ ラム

システム共通領域

　　　　　の生成
　 　 　 、

MACRO-80の 擬似 命 令 あ るい は マ クロ機 能 を使

用 して,ソ ース プ ログ ラムの 中 に シ ステ ム共 通 領

域 の確 保 と定義 を行 う。

MAC　 RO-80

EDIT-80

オ ウン コーデ ィン グ MACRO-80の 命令 を使用 して,初 期 化 あ るい は

割 り込 みな どシ ステ ムに固 有 な処 理 の ソー ス プ ロ

グ ラム への追 加 あ るい は新 規 作成 を行 う。

MACRO-80

EDIT-80

　 シ

機能の選択と追加 シ ステ ムで 使用 す る マ ク ロ処 理 の選 択 あ るいは シ

ステ ム に固 有な 処理 の モ ニ タ プ ログ ラムへの 組 み

込 み を行 う。

1、INK-80

　 　 　 `

　 　 　 　 　 ソ　スプめグラムく　ロバ　　ソ　スリスト

　　　　　　回[コ ＼
　　 t　 ,L－ 丁 一 ー一 　 　＼

ロ
　 　 　 　 　 　 　 　 テキストエディタ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 (EDIT-SO)

対食システム用に
・システム共働鯉 の白保と定碗
・オウンコーディング

を行うo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソースプログラム
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (対象システム用)

　 　 　 　 　 　 　 　 アセンブラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (MACRO-80)

ガ ジェクトカ グラム　　　　　ソ　スリスト

回[コ
⇒

d　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リンカー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Ll随－SO)

　 対象システム用に
　 　 コぽ　のほぼとロぬ　ロ

　 編.　 　 実撒 励 グ・○.り 〃・・プ

　　　　　　　　回[=コ 　 '
図5-2　 シ ス テ ム ・ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン の 手 順
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5.2　 シ ス テ ム 共 通 領 域 の 生 成

　　モ ニ タ プ ロ グ ラムと タ ス クプ ログ ラムで使 用 す る システ ム の共 通領域 は,シ ステムジェネレーシ ョ

　ン時 に対 象 と す る シ ステ ムに合 わ せ て,利 用 者 が作成 しな けれ ば な らない。 こ こで は,こ の シ ステ

・ム共 通領域 の生 成 方法 につ い て説 明 す る。

　　 シス テ ム共 通領 域 に は大 き く分 け て,た だそ の領域 を確保 し てお け ば よい もの と領域 の確保 と同

　時 に そ の内 容 をあ らか じめ 定 義 して お くものが あ る。 前 者 は,モ ニ タプ ログ ラム,あ るいは タス ク

　プ ログ ラムで 作業 領域 的 に使 用 され る領域 でRAM(Random　 Access　 Memory)を 使 用 す る。 それ

　に 対 して後 者 は シ ステ ムの 固 定情 報 を定 義 して お く領域 で モ ニ タ プ ログ ラムの処理 部 分 と同 じよ う

　に一 般 にROM(Read　 Only　 Memory)に 書 き込 ま れて使 用 され る。

　　 シス テ ム共 通領 域 の確 保,お よび,内 容 の定 義 には汎 用 モ ニ タ プ ログ ラムCP/Mの 配下 で利 用 で

　き るMACRO-80の マクロ機能 あ るいは 擬似 命 令 を使 用 す る。

　　利 用 ご との シ ス テム で異 な る領 域 の大 きさ,あ るい は,内 容 を持 つ と考 え られ る共 通 領域 に対 し

　て は,そ の 可変 値 をパ ラメ ータ で与 え る ことに よ り共 通領域 の イ メー ジ を展開 す る こ とが で きる

　マ ク ロをモ ニ タプ ログ ラムで提 供 してい る。　 　 　 　 　 　 　 '

二(1)共 通 領域 の確 保

　　モ ニ タ プ ログ ラム,あ るいは,タ ス ク プ ログ ラム実行 時 に1時 的 なデ ータ格 納用 に使用 す る領 域

で,MACRO-一 一80の 擬似 命 令DEFSで 必要 な大 き さの領域 を確 保 す るだ けで あ る。利 用 者 は提 供 され

　て い るMAC　 RO-80の マ ク ロ機能 にパ ラメー タ を与 え て,必 要 な領域 を確 保 す る。

　　大 きさが 固 定 とな っ てい る場合,モ ニ タ プ ログ ラムでそ の 領域 は 確保 して あ るの で利 用 者は,改

　め て 領域 を確保 す る必要 は な い。

　　領域 確保 だ けの 共通 領 域 は,す べ て モ ジ ュー ル@RAMT内 で定 義 され る。

② 　共 通 領域 の 内容定 義

　　 シス テム ジ ェネ レー シ ョン時 に固 定情 報 と して利用 者 シ ステ ム用 に 内容 定義 が必 要な ものは すべ

　て 提供 して あ る。MACRO-80の マ ク ロ機能 に パ ラメ ータ を与 えて領 域 確 保 と内容 定義 を同時 に行

　う。

　　内 容が利 用 者 の シス テ ムに 依存 しない ものは,す で に,そ の領 域確保 と内容 定 義 は行 なわ れ てい

　る。利 用 者 は 内容 定 義な ど行 う必 要 はな い。

　　内 容定 義 が 必要 な領 域 は,す べ て,モ ジ ュrル@ROMT内 で 定義 され る。
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表5-2　 シス テ ム共 通領 域 の生 成,

種　　　　別 .名　 称 領域確保 内容定義

モニ タプログラム作業領域
@RUNT ○ 領域確保済

@IFLG ○ 領域確保済

タスクプログラム管理領域
@TCBC ○

@TCBW ○

キ ュ ー 領 域

　 　 　 　 .

@QUEA・ 馳 ○ 内容定義済　　　'

@RQUE ○
'

@TQUE ○

@WQUE ○ ・ .

@QUEB ○ ・

ス タ'シ ク 領 域

@MSTK ○ 　 、 領域確保済

@TSTK ○

デバイス管理領域

@INTA ○

@DMSK ○ 内容定義済

@DEVT ○ `

バ ッ・フ ァ管 理 領 域'

@BLOK ○
シ ステ ムで 必要 だ と きに領域

確 保,内 容 定 義 す る。
　 　 　 馳

@BMAP ○

@BUFF ○

注意　 :　○が領域の確保あるいは内容の定義を必要とすることを意味する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●QUEB　　　・　 　 　 　 　 OTCBC

/[TCBC　 3…H
・・1.・S・4・1-一 一

　 　 タスクプログラム番号0の
　 　 タスコ管理情報生成

DEFW　 300H

DEFW●QUEB

DEFW　 eQUEB十8

DEFB　 O

DEFB　 8

DEFW●TSTK十39

DEFW　 OTCBW

/－
DEFvi'40edH'

DEFW　 ●QUEB十9

DEFW　 ●QUEB十17

DEFB　 O

DEFB　 8

DEFVV　 ●TSTK十98

DEFW　 ●TCBW十18

DEFS　 18
－IQUEB言 ・1

　 　 　 　 　 　 　 　 　11　 　 　 キュ→句ファの生成

OTSTK

1・TCBC　 4…H・2・4.6。1-一 一

タスクプログラム番号1の
　 タスク管理情報生成

図5-一一3　 シ ステ ム共 通 領域 生 成 の 例

DEFS　 100 一一一 匝K1・ ・1

　 　 　 タスクスタックエリアの生成

●TCBW

.DEFS　 36
TCgW　 2*18

タスク管理作業領域の生成
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表5-3　 シ ス テ ム共通 領 域 を生 成 す るマ ク ロとパ ラメ ータ

種　　 別
マ ク ロ

名　 称

展 開
領域名

マク呼 び

出し形式
パ　　ラ　 メ　 ー　 タ 備　考

.TCBC @TCBC .TCBC　 P1, P1:タ ス クプ ログ ラムの 開始 ア ドレス パ ラメータは

P2, r2:キ ュ ーの最大 個 数　 　 　 ' 個 々のタスク
タスクプログラム

　　 管理 領域 、

P3,

P4

P3:キ ュ ーの大 き さ

P4:使 用す る スタ ッ クエ リヤの大 き さ

プ ログラムの

情報である。

.TCBW @TCBW .TCBW　 P1 Pば タスクプログラムの全個数

.RQUE @RQUE .ROUE　 P1 P1:レ デ ィキ ュー(タ ス クプ ログ ラム)

の最大個数
吟

.TQUE @TQUE .TQUE　 P1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

P1;タ イ マキ ュー( .タス クプ ログ ラム)
の最大個数　　　　　　"

キ ュ ー 領 域 .WQUE @WQUE .wQUE　 P、 P、:ウ ニイ トキ ュ ー(タ ス ク プ ログ ラ'

ム)の最大個数
タ

.QUEB @QUEB .QUEB　 P1　 　 　 　 　 　 ,
PI:す べ ての キ ュ⇒ こッ ファめ大 きさ 」 '

P2 P2:タ ス クプログラムの全個数 '

`

ス タ ック領域
TSTK・ @TSTK .TSTK　 P1　 　 　 　 　 　 ,

P1:す べ て の タ スク スタ ック・エ リヤ の

　　 大 き さ

P2 P1:タ ス ク プ ログ ラムの・全個 数

デ バ イ ス INTA
●

@INTA INTA　 P1・　　　　　　　　　　　　　, lpi:外 部入出力機能の割 り込み処理 入 P1≧8で あ

管理領域 P2∵ ・・㌔P8 ロブ ドレス(1≦ ・≦8
,),

る 。　 　 　 噛

二 DEVT● @DEVT DEVT　 P1
・

Pl:外 部入 出力機器な どデバ イス(リ

ソース)の 個数

BLOK
●

@BLOK BLOK　 P1'　　　 　

P2'

Pl:ブ ロッ クの個 数

P2:1ブ ロ ックの大 きさ
"

ハ ツ フ ア 1

管理領域 BMAP
・ @BMAP BMAP　 P1

・
P1:ブ ロッ クユ ー スマ ッ プ領 域 の大 き P1=ブ ロック

さ　　　　　・ の個数/
8の 端数

を切り上

,

げた値

.'
BUFF・

@BUFF .即FF　 PI P1:バ ッ7
:アェ リヤの大 きさ　 　デ

P、:ブ ロック

　　の個数×
　 　 .
、,ユ フ ロ ッ

ζの木き

注 意:パ ラメー タで 大 きさ の単 位 はバ イ トで あ る。

5.5　 オ ウ ン コ ー デ ィ ン グ　　　 　　　　　　 　　　　 '

　　　システム ・ジ ェネレーシ ョン で は,モ ニ タ プ ログ ラムの初期 化 処 理 と外 部 入 出 力機 器 な どの割 り込

み処 理,あ るい は,入 出力処 理 に関 係 す る部分 につい て は,利 用 者 の シ ステ ム の状 態 に合 わせ て オ

　 ウ ン コーデ ィ ングす る必要 が あ る。
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　 ま た,シ ス テム共 通 領域 の 生 成 もMAcRo-S　 Oの マ ク ロ展 開 を使 用せ ず に 直接 オ ウン コーデ ィン

グ,、すな わ ち,ア セ ン ブ ラ命 令 を使 用 して領域 の確保 と内容 の 定 義 がで き る。

　 こ こで,オ ウ ン コーデ ィ ング とは,利 用 者 が 自らZ-80用 ア セ ン ブ ラ言語 を使 用 して,モ ニ タプ

ログ ラムの 中 に処理 の追 加,削 除 な どの変 更,ま た,新 たな処 理 の 作成 を行 うこ とを意 味 す る。

　 本 モ ニ タ プ ログ ラムは,機 能 で分割 した モ ジ ュール単 位 で利 用 者 に提 供,公 開 してい る。また,

モ ジ ュニル に は豊 富 な注 釈 が挿入 され て い るので オ ウン コ ーデ ィ ン グの と きな どに モジ ュ ール の

内容 の理 解,把 握 が しや す い よ うに な って い る。

`

.5.5.　1　 シス テ ムの初 期化 処 理

　 　 利 用 者が 対 象 とす る システムで,ス ター トア ップ時 に行 うシ ステ ム 固有 の初期 化処 理 は,利 用者が

　 直接 オ ウン コ ーデ ィン グで モ シ ュールIDEV$に 組み 込 ま な けれ ば な らな い。

　 　 利 用 者 の シ ステ ム固 有 の初 期 化処 理 と して 以下 に示 す もの があ る。

　 (1)中 央処 理 装置(CPU)の 初 期 設 定

　 　 中央 処理 装 置 の割 り込 み モ ー ドを モ ー ド0と す る。

　 ② 　 デ バイ ス の初期 設 定

　 　 ① イ ンタ ーバ ル タ イマ

、　 　 イ ンタ ーバル タイ マに100msecと 周期の割 り 込 み を発生 させ る。

　 　 ② 　外 部 入 出力 機器
'　　

中央 処 理装 置 の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・イン タ フェ ース,す な わ ち,usA.RTの 初期 化 を行 う。

　 　 ③ 割 り込 み コン トロー ラ

　 　 　 割 り込 み ベ クタア ドレスの設 定な どプ ログ ラマ ブル 割 り込 み コ ン トロー ラの初 期 化 を行 う。

　 (3)シ ステ ム共 通領域 の初 期 設 定

　 　 ① デバ イ ス管理 情 報@DEVT　 　 　 　 　 　 ・

　 　 　 デ バ イ ス管 理情 報 の領 域 の 初期 化(ゼ ロク リヤ)す る。

　 　 ② ブ ロ ック使 用情 報@BMAP

　 　 　 マ クロGTBF$あ るい はPTBF$で システ ムパ ッフ ナエ リア を使 用 す る とき ブ ロ ッ ク使 用情 報

　 　 の 嶺域 を初 期 化(ゼ ロク リヤ)す る。

　 (4)RAM領 域 の初 期 設 定

　 　 必 要 に よ り シ ス テ ム で 使 用 す るRAM領 域 の初 期化 を行 う。

■
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IDEV$

L1000

図5-4　 シ ステ ムに固 有 な初 期化 処 理 の 例

ENTRY

EXTRN

CSEG

EQU

IM

LD

LD

LD

LD

LDIR

LD

LD

LD

EQU

ADD

DEC

JP

PUSH

POP

LD

LD

LD

LDIR

　上

IDEV$

@DEVT,@B工 、OK,@BMAP

$

0

HL,@DEVT

DE,@DEVT十1

BC,31

(HL),00

HL,0000

A,(@BLOK)

L,(@BLOK十1)

$

HL,HL

A

NZ,L1000

HL

HL

HL,@BMAP

DE,@BMAP十1

(肌),00

シ ステ ム固 有初 期 化処理 の入 口で あ る。

Z-80　 CPUの 割 り込 み{一 ドを0と す る。

デ バ イ スの初 期 設 定 を行 う。

　　 イン ター バル タイマの 周期 を100msec,

　　 USARTや 割 り込み コン トロー ラの初期 化

　　 を行 う。

デ バ イ ス管理 情 報@DEVTの32バ イ トを ク リ

ヤ す る。

＼　 '

ブ ロ ッ ク 使 用 情 報@BMAPの ブ ロ ッ ク ユ ー

ス マ ッ プ ク リヤ す る 。
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5.5.2　 外部 入 出力 機器 割 り込 み処 理

　　割 り込み 処 理 は外 部入 出 力機器 ご とに異 な るた め に,本 モニ タ プ ログ ラム では利 用 者 に 提供 して

は い・割り込処 理は・利用者のシステ・嘩 蹴 る外部入出力機器ごとば ‖用者がオウンコー

　デ ィン グで作 成 しな けれ ばな らない 。

　　割 り込 み処 理 は,主 三 夕プ ログ ラムの 割 り込 み 分析 機 能 と入 出 力処理(ド ラブバ ー)タ ス クプ ロ

　グ ラム起動 まで の 中継 ぎをす る部分 であ る。 割 り込 み処 理 の共 通部 分 ば モニ タ プ ログ ラムの 機能 の

一 部 と して提 供('RQUE$)さ れてい るの で,利 用 者 は 内容的 には外 部入 出力 機器 の 割 り込 みマ ス ク

　の ク ローズ とデ バ イス管 理情 報@DEVT『 上 の位 置 を連絡 す るだ けで 良い。

　　上 記 の外 部入 出力機器 割 り込 み処 理 を1つ の モ ジ ュ ール で作 成 し,そ の入 口ア ドレスを割 り込 み

　処 理入 口ア ドレス@INTAに 設定 す る。ご の とき,割 り込 み処理 入 口ア ドレス@INTA上 での位置は,

　デバ イ ス割 り込 み マス ク@DMSK上 の位 置 と対 応 させ るこ と。

●

■

図5-5　 外部入出力機器割 り込み処理とシステム共通領域
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一　 デ バ イ ス1一

一　デ バ イ ス2一

一 一

㌣ 　　　　　　　w

一　 デ バ イ ス8一

～

,デ バ イ ス8

割 り込 み を持つ 外 部入 出 力機器 は最 大8個 まで

シ ス テム に接続 で き るρ

た だ し1個 は イ ンタ.一バ ル グ イ'マで使 用 して い

る。　　　　　　　　 ・

各外部人助 輝(デ バイス)剛 込み処理と

シ ステ ム共 通領 域,シ ス テム共 通 領 域 間 で の各

デ バ イス の位 置 は 図 の よ う忙 な る。

4

'
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XXIO$

ENTRY

EXTRN『

CSEG

EQU

IN
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OUT

LD

JP

END

　 図5-6

XXIO$

@DEVT,RQUE$

$

A,80H

2,A

40H,A

HL,@DEyT十4

RQuE$

外部入出力機器割 り込み処理の入口である。
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割り込み共通処理べ制御をわたす。

外部入出力機器割 り込み処理の例

5.5.5　 最優 先 割 り込 み処 理

　　外 部の異 常事 態 発生 に よる最 優 先(マ ス ク不能)割 り込 みが起 きた と きは・0066H番 地 に制 御

　が わ た る。 この と き本 モニ タ プ ログ ラムのNMIP$モ ジ ュール が起 動 す る。

　　利 用 者 は最 優先 割 り込 み に対 す る処理 を考 え る とき は,こ のNMIP$モ ジ=一 ル をオ'ウン コーデ

　ィン グで作 成 しな けれ ばな らない 。 割 り込 み処 理 終 了後,再 び 割 り込 み 前 の もとの処 理 へ 復帰 す る

　と きは,レ ジ スタ の内容 退避 な どの現状 保 存 の 対策 を しな けれ ば な らな い。

NMIP$

ENTRY

CSEG

EQU

PUSH

PUSH

PUSH

PUSH

　 ↓

POP

POP

POP

POP

RETN

END

NMIP$

$

F

C

E

L

A

B

D

H

L

E

C

F

H

D

B

A

最優 先 割 り込 み処 理 の入 口で あ る。

割 り込 み処 理 終了 後,割 り込 み 前 の処 理 へ 復帰 す る

と きは,使 用 してい た レジ ス タの 内容 を退避 す る。

最優先割り込みに対する処理

退避してあるレジスタの内容を回復する。

割 り行み 前 の処 理へ 復帰 す る。

図5-7　 最 優 先 割 り込 み処 理 の例
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5.4機 能 の 選 択 と 追 加

　　本 モニ タ プ ログ ラムは2章 で説 明 したモ ニ タ プ ログ ラム を 構 成 す る5つ の 基 本 的 な機 能 を,さ

　らに細 分化 した機 能 を持 つ リロケ ー タブル な モ ジ ュール と して 分 割 され,ソ ー ス ・プ ログ ラム ・フ

　ァイル に登 録 され てい る。

　　利 用 者の シ ステ ムに依 存 す る機 能,た とえば,外 部 入 出 力機 器 割 り込 み処 理 な どは,利 用 者が作

成 し た と きに,ソ ー ス ・プ ログ ラム ・フ ァイルへ 登録 してお く。

　　シ ス テム ジ ェネ レー シ ョンの ときに,リ ン カーLINK-80を 使 用 して,ソ ース ・プ ログ ラム ・

　フ ァイル か ら必要 な 機能 を選 択,結 合 しモ ニ タ プ ログ ラム を作 成 す る。

(1)機 能 の選 択

　　利 用者 は モ ニ タ プ ログ ラムの ソー ス ・プ ログ ラム ・フ ァイル の中 か ら利 用者 の シス テム に必要 な

　モ ジ ュール,す な わ ち,機 能 のみ を選 択 で き る。 利 用者 は 選択 で き る機 能 は原 則 と して マク ロ処理

　の機 能 に限 る。 マ ク ロ処理 は各 マ ク ロご とに機能 分 割,す な わ ち,モ ジ ュ ール 化 して あ るので,シ

　ス テム で必要 な マ ク ロ(た だ し,$RQSTは 必須)の み を選択 で き る。.

　　ま た,本 モ ニ タ プ ログ ラム を利 用 して い る他 の シ ステ ムの機 能,た とえば,外 部 入 出力 機器 の割

　 り込 み処 理 な どは,シ ステ ムジ ェ ネ レー シ ョンの機 能 の選 択 で再 利 用 す る こ とが可 能 とな る。

　　機 能 の選 択 を行 うこ とで,機 能 的 に過 不 足の な い記 憶容 量 的 に無 駄 の ない モ ニ タ プ ログ ラムを作

　成 で き る。

　(2)機 能 の追加

　　利 用 者 がオ ウン コーデ ィ ン グし たモ ジ ュ ール は 機能 の追 加 とい う ことで,シ ステ ム ジ ェネ レーシ

　 ョン時 に モ ニ タプ ログ ラムの 中 に組 み込 む 。 オ ウ ン コーデ ィン グ と して は,初 期化 処 理(IDEV$),

　最 優先 割 り込 み処 理(NMIP$),外 部入 出力機 器 割 り込 み処 理,さ らに,入 出力処 理 が 対 象 とな る。

　　 ま た,利 用 者 が独 自に作 成 した マ クロ処 理 な ど も機能 の 追加 とい うこ とで モ ニ タ プ ログ ラムの 中

　 に組 み こむ こ とが で き る。

　 　 　 　 　 　 ×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..

■

`

■

■
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表5-4　 モ ニ タプ ログ ラムを構 成 す る機 能一 覧

分　類 モジュール 機　　　能　　　概　　　要 ⌒ オ ウンコーデ ィング

} 機韮追加
タスクプログラム

　　　　の管理
EXEC モニタプログラムの中〔止なりタスクフbグラムの実行管理を行う

システムの ・

　　初期化処理

INIT モニ タプログラムの恒常的な初 期設定 を行 う

r

IDEV 利用者のシステムに固有な初期設定を行う ○

割り込み分析 INTR 外部入出力機器からの割り込みる分析する ○

割り込み処理

NMIP 最優先(マスク不能)割 り込み時の処理を行う

ITMR インターノ⇔ タイマからの割 り込みに対す る処理を行 う ○

外部入出力機器からの割り込み処理を行う ○

RQUE 割り込弱ζ応じた入出力処理 タスクプログラムの起動を行 う

マ ク ロ 処 理

RQST RQST$,($RQST)マ クロの処 理を行 う

EXIT EXIT$マ クロの処理 を行 う ○

STIM STIM$($STIM)マ クロの処理 を行 う ○

RTIM RTIM$($RTIM)マ クロの処理 を行 う ○

WAIT WAIT$マ クロの処理を行 う ○

POST
　 　 　 」

POST$マ クロの処理を行 う ○

ONTM ONTM$マ クロの処理を行 う ○

OFTM OFTM$マ クロの処理を行 う ○

ATCH ATCH$マ クロの処理を行 う ○

DTCH DTCH$マ クロの処理を行 う ○

GTBF GTBF$マ クロの処理を行 う ○

PTBF PTBF$マ クロの処理を行 う ○

RTRV RTRV$マ クロの処理 を行 う ○

10RQ 10RQ$マ クロの処 理を行 う ○

モニタフbグ ラム

　　 共 通 処理

EQUE、 レデ㌔ タイマあるいはウェイ トキューにタスク番号を登録 する

DQUE
レデ ィ,タ イマあるいは ウェイ トキューか ら一番優先順位,
の高いタスク番号を外す

SQUE レデン,タイマあるいはウェイトキ・一から指定されたタスク番号を外す

GQUE レデ拓 タイマあるいはウェイトキェーの先頭ア ドレスを返す

TQUE タイマキューから一番優 先順位の高い タスク番号 を外す

GTCB タスク管理情報とタスク管理作業領域の先頭ア ドレスを返す

EXXR レジスタの切換えを行 う

　 　 一

シス ァム

　　 共通 領 域

ROMT システムで共通的に使用される固定情報領域 ○

RAMT システムで共通的に使用 される可変}青幸蹴 或 ○

注 意:○ 印 が各項 目の 対象 とな る フ ァイル であ る。
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A>L80

Link-80　 3.43

gx-/P:2000

英ROMT

14-Apr-81・

リン ク情 報

－x・/D:2i　800

苦RAMT

　 　 リ ン カ ー プ ロ グ ラ ムLINK-80を 起 動 す る。
.　,

　　固定情報を持つシステム共通領域の開始を位置を指定する。

　　リンク情報としてプログラムおよびデータ領域の最初と最
　　後の開始位置と未定義の汎用参照記号が出力される。

　　可変なシステム共通領域の開始位置を指定する。

リンク情 報

+/P:1000

苦EXEC

リンク情報

－x・INIT

リン ク情 報

次に識 するモジー一・レ・噛 す勧 ちモニ・カ グラム
の開始位置を指定する。

)eIDEV
↓

リン ク情 報

↓

利 用者の システム用にオ ウンコーディングを行な った機能

を追加す る。

一)eRQST

リンク情報

÷eEXIT

リン ク情報

+WAIT↓

利用者のシステムで使用するマクロ機能を選択する。

+/M

リンク融

:x-R.TM/N

+/E

・・1ル ク情 報

ここでは,先}と 説 明した リンク情報の他に定義済汎i用参照

記 号と,そ の他 が出力される。,

モニ・プログラムを格納 る・・イル名錯 定する・

リン カープログ ラムL『INK;80の 処 理 を終 了 しCP/M
へ制御 を返す。

図5-8　 LINK-80を 使 用 し た機能 の選 択 と追 加 の例
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5.5　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 作 成

　 　タスクプログ ラム とは,プ ログ ラム の起 動 と実 行 にお い てモ ニ タ プ ログ ラム'が管 理 かつ 制 御 する1

つ の 単位 で あ る。 タ ス ク プ ログ ラム はモ ニ タ プ ログ ラム とは独 立 に利用 者 が 作成 す る。'

　 　以 下 に タ ス クプ ログ ラム作 成 の注 意 に っい て説 明す る。　 　　 　 '

　(1)タ スク プ ログ ラムの 分割

　 　タ ス クプ ログ ラムの 分 割は,多 重 処 理 で の走 行 を考慮 して行 うべ きで あ り}意 味 の な い 多 くの タ

　 ス クプ ログ ラム分 割 は,シ ス テム 共通 領域 の 増加 をま ね き好 ま し くない。 本 モ ニ タ プ ロ グ ラムでは

　 0か ら127'ま で の タ ス ク番 号 を使 用 で き,最 大128個 ま での タス クプ ログ ラムを 定 義 で きる。

　 :タ ス クプ ロ グラム は,タ ス ク番号 でそ の実 行優 先 順位 が決 ま る。そ の た め非 同 期 に 発生 す る割 り

込 み に対 す る処 理 の 実行 順序 を入 出 力処 理(ド ライ・s.一)タ ス ク プ.ログ ラムの タ ス ク番 号 で 設 定で

　 きる。

　 　入 出力処 理 タ ス ク.プログラ ムは,外 部入 出力 機器 と実際 に デ ー タな どの転 送 を行 う タス クプ ログ

　 ラムで シ ステ ムに接 続 す る外 部入 出 力機 器 ご とに 必要 で あ る・

(2)タ スク プ ログ ラムの製 造

　 　タ ス クプ ロ グラムの 製 造 には,Z-80用 ア セ ン ブラ言語 の使 用 を前提 とす る。 高 級 言語 も利 用 で

　 きる が,モ ニ タ プ ログ ラム との連 絡 部分 で あ るマ クロの起 動処 理 は,ア セ ン ブ ラ命 令 で記 述 しなけ

　れば な らな い。

　 　タ ス クプ ログ ラム は,-tべ て,RTRV$マ ク ロで始 ま りEXIT$マ ク ロで 終了 す る。

　 　タ ス クプ ログ ラムで 使用 され て い るマ ク ロ参 照記 号 の ア ドレス解決 はゾ モ ニ タ ブpグ ラムの リン

　 ク マ ッ プ に 出 て く.るマ ク ロの ア ドレス を使 用 す るか,あ るい は,モ ニ タ プ ログ ラム と タス クプ ロ

　 グ ラムの実 行形 式 の プ ログ ラム作 成 を同 時 に行 うこ とで 可能 で あ る。

　 　Z-80中 央処 理装 置(CpU)は,構 成 の 同 じレジ 冬 タ(AF,BC,DE,HL)を2組 持 フ てピ る。

.これ らの レジ ス タは,レ ジ ス タ切 換 え命 令(EXあ るいはEXX)で どちらか1組 を選 択 で きる。 し

か し,1組 の レジス タは,モ ニ タプ ログ ラム専 用 で使 用 して い るた めに タ ス ク プ ログ ラムでの レジ

　ス タ切換 え は禁 止 す る。

●

`

5.6汎 用 モ ニ タ プ ロ グ ラ ムCP/Mの 利 用

　 　汎 角 モニ)プ ログ ラ、ムdPパ とそ の下 で動 く各種 ユ ーデ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム は,　i?1イ、ク ロ'=シ

　 ピュ 一夕 シ ステ ム開発 支援 用 に非 常 に強 力か っ 有効 な システ ムで あ る。・　 ・'・ 　 　 　 　 　 　 ・

　　記CPパ はバー・',・1　iア に鮪 ヴ 害1り漣 を使別 てrρ で・Z-FO中 央処転 置
　 (CPU)を 持つ シス テ ムへ 簡 単 に移 殖 で きる利 点 を持 ってい る。　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 　モ ニ タ プ ログ ラムの シス テ ム ジェ ネ レー シ ョンだけ では な く,タ スクプログ ラム の作成 に も'CP/M

　とそ のユ ー テ ィリテ ィプ ログ ラム を活用 で き る。

　 　シ ステ ムジ ェ ネ レーシ ョンで 作成 す るモ ニ タ プ ログ ラムと汎 用 モ ニタ プ ロ グ ラムCP/Mは,と も

に挟 腿 鑓(CP .V)見 てZづ0を 糠 ÷してピる・この地 パ ス亘 だ'ネヒや 畦
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した モ ニタ プ ログ ラム さ らに タス クプ ログ ラム もCP/Mを 利 用 した 実行 かっ デ バ ッグが可 能 であ る。

　 表5-5に,CP/Mの 下 で利 用 で きる ユ ーテ ィ リテ ィ プ ログ ラム か ら シス テ ムジ ェ ネ レーシ ョン

に 関係 あ る代 表的 な もの を・示 す。

　 　 　　 　表5-5　 CP/Mの 下で利 用 で きる ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム の例

プ ログ ラム 内　　　　　　　容 利　用　目　的

MACRO-80 イン テル標 準 の マ ク ロ機 能 を含 み,高

速 か つ 強 力なZ-80マ ク ロア セ ンブ

ラで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

モ ニ タ プ ロ グ ラムま た タス クプ ロ

グ ラム作成 用 言 語 で あ る。
マ ク ロは シ ス テ ム共通領 域 の生 成

に使 用 する。

EDIF-80 行単 位 に ラン ダム ア クセ スで き るテ キ

ス ト ・エ デ ィ タで あ る。 ほ とん どの編

集 機 能 を備 え て い る。

シ ス テ ム共 通 領域 の生成 あ るい は

オ ウン コーデ ィ ングで使 用 す る。

LINK-80 リン キン グ ・ロー ダ。

未 定 義の 汎 用参 照 記号 の ア ドレスを解

決 す る。

実 行 形 式の モ ニ タ プ ログ ラムあ る

い は タ スク プ ログ:ラム を作 成 す る。

モ ニ タ プ ログ ラムの機 能 の選 択 と

追 加 を行 う6

ZSID Z-80用 シ ン ボ リ ッ ク デ バ ッガ。 メ モ リ内 容 の 更 新,参 照,ま た,

プ レ ー『クポ イ ン トの 設 定 な どモ ニ

タ プ ロ グ ラ ム,タ ス ク プ ロ グ ラ ム

の デ バ ッ グ に 使 用 す る 。 エ

●

付 録1　 名 称 付 与 規 則

　　 利 用 者 に公 開 し提 供 してい るソ ース ・リス トに 現わ れ るモ ジ ュ ール 名な どの名 称 の命 名規則 につ

　 い て説 明 す る。

　　 MACRoLSO　 の汎 用参 照 記号 に該 当す る もの,す な わ ち,モ ジ ュール(入 口)名 な どは他 の記

　号 と区別 す る意 味 で,名 称 の 先頭 あ るい は 最後 の1文 身 に記 号"$"あ るいは"@"を 付 与 して あ

　 る。

表1-1　 名称 付 与規 則

名称規則 意　　　　　　　　　　　　　　　　味

CIC2C3C4$

　 あ る い は

$CIC2C3C4

1つ の ア セン ブル 単位 で あ る(外 部)モ ジュ ール の入 口名 を規 定 す る。

あ るい は,汎 用 参 照記 号 として使 用 す る(二 次)入 口名 を規 定 す る。

C、C2C3C4$$ 1っ の(外 部)モ ジュ ール 内で 定義 か つ使 用 され る(内 部)モ ジ ュール
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1A

名 を規 定 す る。

@CIC2C3C4 シ ス テ ム共通 領域 名 を規 定す る。

●

θ
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付 録H　 マ ク ロ 命 令 と パ ラ メ ー タ

　　 モニ タ プ ログ ラム で提 供 して いる マ ク ロ命 令 と,そ の パ ラメ ータお よび マ ク ロ処 理終 了時 の情報

■

`

を表 皿一1に 示 す 。パ ラ メ ータの受 けわ た しは,

由で 行 う。

　 マ ク ロの起 動 方法 は 次 の とお りで あ る。

　　 o　 モ ニ タ マ ク ロ命令

　　　　　　 CALL　 　$C　IC　2C　sCi

　　 O　 タ ス ク マ ク ロ命令

　　　　　　 DI.

　　　　　　 CALL　 　CIC2C3C4$.

すべ て,タ ス クプ ログ ラムで使 用 す る レジスタ経

ア ブ ノ ー マル リタ ー ン

3バ イ ト

ノ ー マ ル ・ リ タ ー ン

表 皿 一'　1　 マ ク ロ命 令 と パ ラ メ ー タ

■

●

　　　　　 情報

マクロ命令

『　　 パ ラ メ ー タ　(レ ジ ス タ　) リ　タ　 ー ン

B C D E H L アフンーマ レリターン ノーマ の ターン

RQST$,
$RQST

一 タスク番号 ノラメ一夕領 域先 頭 アトレス 一 一 　 　 一

コ

EXIT$ 一 一 一　 1　 一 一 一 一 －

ST:IM$,
$STIM

_. タスク番 号 周期時間間隔 一 一 一

RTIM$
$RTIM

一 タスク番号 一 」一 一 一 一

WAIT$ 一 タスク番号 一 一 一 一 一

POST$ 一 タスク番号 一 一 一 一 一

ONTM$ 一 タスク番号 遅延時間 一 一 一

OFTM$ 一 タスク番号 一 一 一 一 一

ATCH$ 一 一 デ可ス番号 一 一 一 テ㌦㍉ ス専有中

DTCH$ 一 一 デ くイス番号 一 一 一 一

GTBF$ 一 フbッ ク 数 ノシファエリヤの 先 頭アトレス 一 一 ブロック数不足

PTBF$ 一 フbッ ク 数 ノ紗 ファエリヤの先 頭 アトレス 一 一 一

RTRV$ 一 一 パラメータ領 域先 頭ア ドレス 一 一 パ ラメー タな し

10RQ$ 一 一 デ くイス番号
一 タイムアウ ト時間 タイムアウ ト発生
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付 録 皿 　 モ ジ ュ ー ル の 大 き さ

　　 モニ タ プ ログ ラム を構 成 して い る モ ジュ ール の大 きさ(バ イ ト)を 以 下に 示 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 皿 一1　 モ ジ ュ ール の大 きさ

モ ジ ュ ール 大きさ

EXEC 249

INIT 80

IDEV 1十X

INTR 71

NMIP 2十X

ITMR 188

RQUE 86

RQST 144

EXIT 62

STIM 48

RTIM 70

WAIT 40

POST 53

ONTM 49

OFTM 60

ATCH 83

モ ジ ュ_ル 大きさ

DTCH 106

GTBF 143

PTBF 95

RTRV 105

10RQ 57

EQUE 40

DQUE 39

SQUE 32

GQUE 17

TQUE 23

GTCB 32

EXXR 29

ROMT f6十X

RAMT 36十X

■

'

注意:Xは 利用者のシステムで可変な値

●

■
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付 録IV　 シ ス テ ム ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン の 実 例

　 　 シ ス テ ム ジェ ネ レーシ ョンを実 際 の システムでの例を使用 して説 明 する。

　 　 先 に シス テ ムの外 部環 境 な どの 設計 条計 にっ い て説 明 し,そ の後 にシ ス テ ム共通 領 域 の生 成 な ど

　 シ ス テ ムジ ェ ネ レーシ ョン の実 例 を説 明 し てい る。 タ ス クプ ログ ラムの作 成 例 と して シ リア ル プ

　 リン タ 出力処 理 タ ス クプ ログ ラムの 中身 を公 開 して あ る。

鵬

1.　 シ ス テ ム の 概 要

1.1　 概 　 　 要

　　 こ こでは,Z-80中 央処 理 装置(CPU)と 端 末装 置 を通信 回 線 で結び コ ン ソール の キ ーか ら入 力

す る 電文 の 送信 した電文 を プ リン タへ 出力 す る簡 単 な ジ ステ ム を考 え る。 シス テム ジェ ネ レ ーシ ョ"

　ンす る のは,上 記 中央処 理 装置(ホ ス ト)上 で走 行 す るモ ニ タ プ ログラ ムで あ る。

1.2　 シ ス テ ム の 構 成

1.2.1　 ハ ー ドウ ェ ア

　 　 シ ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア 構 成 を 図IV-1に 示 す 。

キ ーボ ー ド CRT

●

Interrput　 Switch
LISART

プ リン タ

割 り込み コン トローラ

　 　 　　 　　 8259

イ ンターバルタイマ

　 　 　　 　 8253

RS-232C

タ

端末装置

図W-1　 ハ ー ドウ エ ア構 成
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1.2.2　 ソ フ トウ ェ ア

　 　 シ ス テ ム の ソ フ トウ ェ ア構 成 を図W-2に 示 す 。

学 グラ。

1

タスクフセグラムの管理

初期 化 処 理

　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 c

1.㎜
`　　　　　　　　　　 `

㎜1

　 　 　 　 　　.

mJ

割り込み分析

`

1_

ー

`　　　　　　　　　　 「　　　　　　　　　　　 `

　‥."り 込
一

剛1 司 「司
.

`　　　　　　　　　　　 )　 　　 I

l剛 邸⑰日_ ‥ ・ マ ク ロ

`

　　　　　　　 ..,モニタプログラム共通低■
　　　DQUE

[三]ピ 万遍鯉

　 　 　 1

[」̀
1　 '

。。1　　　.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〆　 .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .1.}・.'

　　　　　　　　　 ・㌶グラム　　　　　　　　　　　 〉二≧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　　　　　　　　　　　　　　　 図ry　;2　 ソフ トウェア構成

1.5　 処 理 概 要 　　 　　 1　　　 　　 　　 　 ・

　　システムの処理概要を図IV-3タ ス クプログラス間の連絡の例で示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロィ.タ.パルタイマ　/

1

一1
　　　`

1⑳

　　　　 I　　　　　　　　　　l

II_II_1…'.
1　　　　　　　　　　`　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　　　.　ジピ

ンEコ
㌍ 幣 ・

タイマー害‖り泌
　 　 　 ;

[≦]

タイマ処理

」 。蕊〉～ ご
制御

ー ぎ 〉一画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリ〃畠力

　　　　　　　　　　く⊃ 山 口_・ …,
　　　 .　 　 　 　 　 　 　 　 図IV-3　 タス クプ ログ ラム間 の連 絡

1.4ハ ー ドウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス

1.4.1　 イン タ フェ ー ス仕様

　　シ ス テム に接続 してい る外 部装 置 との イ ン タ フ ェース仕 様 を表rv　-1に ま と め る。

一68一

■

`

.○

■



ノ

表IV-1　 イ ン タ フ ェ ー ス 仕 様

■

`

外部装置 イ ンタ フ ェー ス用LSI イ ン タ フェ ース仕 様
　 　 　 - 備　　　　　　　考

CRT USART 調歩同期方式 CRTと キー ボ ー ドは同一 のUSART

(Intel　 8251 2400biφec を使用
相当品)

キーボー ト USART 調歩同期方式

(Intel　 8251

　　 　 　　 相 当 品 、)

2400biレ 偏ec
　 　 　 　 　 　 　 ふ

'　、

　 　 　 　 　 '

シ

プ リン タ パ ラレル 　 1/0 セ ン トロニ ク ス ・

(Intel　 8255 コンパ チ フソレ

相当品) 8bitパ ラ レル
'

イ ン タフ ェ ース
「 ケ

RS一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

USART 調 歩同期方式,

ρ P

232C (Intel　 8251 半二重

相 当品)・
　 　 　 　 　 　 　 　 F

1200bit/sec

1.4.2　 割 り込 み コントロール

　　割 り込 み コン トロー ラと して 専用LSI(Intel　 8259相 当 品)を 用 い てい る。8259は8レ ベ

ル の割 り込 み を受 け付 け る。 各割 り込 みの受 け付 け端 子 の位置(優 先順 位)を 図rv　-4に まとめ る 。

　 76543210

●

'"

INTl

INT2

1NT3

1NT4

1NT5

1NT6

1NT7

Interrupt　 Switch割 り込 み

未 使 用

イ ン ターバル ・タ イ マ割 り込 み

CRTイ ン タ フェ.一スUSARTのTX-READY割 り込 み

キ ーボ ー ドイ ンタ フ ェースUSARTのRX-READY割 り込 み

RS-232Cイ ン タ フェ ースUSARTのTX:-READY割 り込 み

RS-232Cイ ンタ フェ ースUSARTのRX-READY割 り込 み

フeリン タのREADY割 り込 み

図IV-4　 割 り込 み位 置
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2.シ ス テ ム ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン

2.1　 シ ス テ ム 共 通 領 域 の 生 成

　　 シ ステ ムで使 用 す る共通 領 域 の確 保k・よびそ の 内容 定 義 を提供 され て い るMACRO、-80の マ ク ロ

機能 に パ ラメ ータを与 え る こ とで行 う。 ■

EXTRY

EXTRN

EXTRN

EXTRN

EXTRN

CSEG

@TCBC,…

@RQUE,…

@QUEB,…

CRIO$,LPIO$

ISWT$,ITMR$

・　・　.

ICRT$,… …ILPT$

入 出力 処 理 タ ス クプ ログ ラ』ムの 入 口(モ ジ
ュ ール)名

割 り込 み処 理 の入 口(モ ジ
・、ユ ール)名

▲

@TCBC　 　EQU

・TCBC

　　 ↓

・TCBC

DEFW

DEFW

DEFW

DEFB

DEFB

DEFW

DEFW

　 ↓

DEFW

$

CRIO$,1,3,32

LPIO$,1,3,64

LPIO$

@QUEB十9

@QUEB十9十3-)e1

0

3

@TSTK十32十64-

@TCBW十18

OFFFFH

CRT出 力 タ ス クプ ログ ラム の タ ス ク管理 情報

.@TCBC展 開指 定

プ リンタ 出力 タ ス クプ ロ グ ラムの タ ス ク管理 情報

@TCBC展 開指 定

プ リンタ 出力 タ ス クプ ログ ラムの タ ス ク管理 情報

@INTA　 　EQU

・INTA

・DEFW

DEFW

DEFW

DEFW

DEFW

DEFW

DEFW

DEFW

$

ISWr$,0,ITMR$,ICRT$,… …,II.PT$

ISWT$

O

ITMR$

ICRT$

ILPT$

割 り込 み処理 入 口ア ドレス

割り込み処理入口ア ドレス
の展開指定

◆

ぜ

END

図IV-5　 シ ステ ム共 通領 域(@ROMT)の 作成
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　　　　　　 ENTRY

　　　　　　 ENTRY

　　　　　　 ENTRY

　　　　　　 DSEG

@RUNT　 　EQU』

　　　　　　 DEFS

@IFLG　 EQU

　　　　　　 DEFS

@DEVT　 　EQU

　　　　　　 .DEVT

　　　　　　 DEFS

@TCBW　 EQU

　　　　　　 .TCBW

　　'　　　 DEFS

@QUEB　 　EQU

　　　　　　 ・QUEB

　　　　　　 DEFS

@RQUE　 　EQU

　　　　　　 .RQUE

　　　　　　 DEFS

@TQUE　 　EQU

　　　　　　 .TQUE

　　　　　　 DEFS

@WQUE　 EQU

　　　　　　　。WQUE

　　　　　　 DEFS

@MSTK　 EQU

　　　　　　 DEFS

@TSTK　 　EQU

　　　　　　　.TSTK

　　　　　　 DEFS

　　　　　　 END

図W-6

@RUNT,…

@RQUE,…

@MSTK,…
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }

$

5

$

1

$

8　　　　　　デバイス管理情報の展開指定　　　　　'
8著2

$

7　　　　　　 タスク管理作業領域@TCBWの 展開指定t

7Xl8　 　　　　　　　　　　　　　　:

$

256,7　 　 　 キ ューバ ッフ ァ@QUEBの 展 開指 定

256十7

!　 。デ 、キ.二 。liQ。,の麟 旨定
7十2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

$

7　 　 　 　 　 タイ マ キ ュー@TQUEの 展 開指 定

7十2

$

7　 　 　 　 　 　 ウェ イ トキ ュー@WQU　 Eの 展 開指 定

7十2

$

50

$

320,7:　 　 タ ス クス タ ッ クエ リヤ@TSTKの 展 開指 定

320十7-)e14

　　　システム共通領域(。RAM。)の 作成'

　　　　　　　　　　　-71一
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2.2オ ウ ン コ ー デ ィ ン グ

2.2.1　 初 期化 処 理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .'　 　 　 ・

　　利 用 者 の シ ステ ム に合 わ せ た 初期 化処 理 は,モ ジュ ールIDEV$に 利 用者 がオ ウン コーデ ィン グ

　で組 み込む 。

　　　　　　　　　 ENTRY　 　IDEV$

　　　　　　　　　 EXTRN　 $STIM

　　　　　　　　　 EXTRN　 　@DEVT

　　　 IDEV$　 　EQU　 　　　$

　　　　　　　　　 IM　 　 　 O　 　 　 　 　 CPUの 割 り込 み モ ー ドを0に 設 定

　　　　　　　　　;;T㌶;∵ 。]・ ・AR・(8251)の 初期{・・　Jン ・一・レの・・一・セ・・

　　　　　　　　　CT:ll;:,。]・ ・ARil(825・)の 初眺 ・・-2・・dのエ・一・…

　　 LD　 　 C,ODFH　 　 　 イン タ ーバル ・タ イ マ(8253)の 初 期 設 定　 　 　1'
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6

A

O

A

c

A

O

A

O

　

　

(

　　　　
　
　
　

(

]・ ウ… の モ ー ・設 定

]・ ウ … の モ ー ・設 定

]・ ウ ン タ ・の モ ー ・設 定

　　カ ウ ンタ2の1/0ア ドレス設定

　　 カウ7タ2に イ直設定

　　 1536000Hz×1/10

　　カウンタ1の1/Oア ドレス設定

　　カウンタ1に 値設定

　　 15360Hz×1/1536

　　カウンタ0の1/て)ア ドレス設定

　　カウンタ0に 値設定
　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　＼

　　 1536000Hz×1/100

図rv　-7　 初 期化 処 理(IDEV$)(1/2)

536MHz CLKO
0

CLKl
OUTO

　　　 ,

0UT　 1

-→
OUT　 2

1

CLK2

2・

8253

タイマ割 り込み

USARTブ ロック
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`

LD

LD

LD

AND

ADD

OUT

INC

OUT..

LD

OUT

LD

LD

CALL

LD

LD

LD

LD

LDIR

RET

END

C,OD8H

HL,0200H

A,L

OEOH

A,12H

(O,A

C

.(C),H

A,02H

(q,A

C,04

HL,01

$STIM

HL,@DEVT

DE,@DEVT」 ト1

BC,16

(HL),00

　　割 り込 み コン トロ ー ラ(8259)の 初 期 設 定

]・マ・一 一

コ マン ドの設 定(ICW1,1㎝2,0CW,)

　 タ ス ク番 号4の タ ス ク プ ロ グ ラム を100msec

]
　 間隔の周期起動させる。

デバイス管理情報の初期設定

図IV-7　 初 期 化処 理(IDEV$)(2/2)

2.2.2　 割 り込 み 処理

　　本 シ ステ ムで は,割 り込 み は全 部で7レ ベ ル あ り,各 割 り込 みに対 す る処 理 を作 成 しな ければ な

　らない 。 その うちイ ン タ ーバ ル タイ マ割 り込 み処 理 は,モ ニ タ プ ログ ラムで 提供 して い るの でそ れ

　を利 用 す る。

　　実際 例 と して,プ リン タの割 り込 み処 理 をあげ る。

も

●
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ILPT$

ENTRY

EXTRN

EXTRN

CSEG

EQU

D

P

L

J

ILPT$

RQUE$

@DEVT

$

HL,@DEVT十 〇EH

RQUE$

]
　 割 り込 み マ ス クは 常 に開 け た状 態 に して　 い るので 閉 'じる処 理 は な い

。

　 デ バ イス 管理 情報@DEVT内 の プ リンタ　
の位 置 ア ドレス設 定 。

■

`

END

図IV-8　 プ リンタ の割 り込 み処 理

2.5　 機能 の 選択 と追 加

　　 シ ステ ム ジ ェネ レーシ ョンで の機 能 の 選択 あ るいは追 加 は,リ ン カー　LINK-80を 使 用 して行 う。

　実際 例 と して,LINK-80に 指 定す る コマ ン ドを示 す。 なお各 コマン ド指 定 時に 出 力 され る リン ク

情 報 は省 略 す る。

6
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1

＼

A>L80

x/P:1000

-X-/D:3000

:x-　EXEC

苦INIT

÷eIDEV
'
　x・　INTR'

XNMIP

-X-ILPT

-x-　ICRT

-x-i

苦ITMR

-x-RQUE

x-RQST

)eEXIT

-)eSTIM

-)eATCH

-x・DTCH

升RTRV

-)e　1　ORQ

)eEQUE

+DQUE

:)eSQUE

・升GQUE

-x・TQUE

-x・GTCB

XEXXR

-)e　ROMT

-x-RAMT

:x・LPIO

-x・CRIO

-x-i

x/]M

XRTM/N

+/E

　　　プ ロ グ ラ.ム領 域 の番 地指 定

　　　デ ー タ領域 の番地 指定
　 　 .

　　　タ ス グ プ ロ グ ラム 管 理

]　　 初期化処理

　　 割り込み分析

.割り込み処理

　　(利 用者作成のものも含む)

マ ク ロ処 理

タ ス クフ'ログ ラム共通 処理

]シ ステム共蹴

タス ク プ ログ ラム

　 (利 用者 作 成)

t

●

注 、:リン ク情 報 は省 略 して あ る。

図IV-9　 MACRO-80を 使 用 した機 態 の選 択 と追 加

ζ

、
.
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2.4　 タ ス ク プ ロ グ ラ ム の 作 成

　　 タス ク プ ログ ラム の作成 例 と して,本 シス テ ム を構 成 す る タ ス クプ ログ ラムで あ る プ リンタ出 力

　タス クプ ログ ラムを示 す。 プ リンタ出 力 タス クプ ログ ラムは,入 出 力処 理(ド ライバ ー)タ ス クプ

　ログ ラムの1っ で あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　 ,　 .　　 　 　 　 　 　 "

　　 プ リンタ 出力 タス クプ ログ ラムは,1モ ジ ュ ール で 構成 され モ ジュ ールの入 口(・LPIO$)が タ

　スク プ ログ ラム の入 口とな って い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　　　　　　 ENTRY　 　　LPIO$

　　　　　　 EXTRN　 　　RQST$,RTRV$,ATCH$',DTCH$,10RQ$,EXIT$

　　　　　　CSEG

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

LPIO$　 　EQU　 　　　　$

　　　　　　LD　 　　　 DE,WIPAR　 　　 受けと1るパラメータ格納領域の先頭ア ドレス
　　　　　　DI　 　　 l

　　　　　　CALL　 　 　RTRV$　 　 　 　 　 パ ラメ.一夕の受 け と り

　　　　　　JP　 　　　　 I、9000

　　　　　　LB　 9%£wBeAR+1)プ リン・4・d'力情報先頭ア恒
　　　　　　DI

　　　　　　CALL　 　　ATcH$　 　　　　　プリンタの専有宣言　　1.
　　　　　　NOP

　　　　　　NOP
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 :　　　　,　　,

　　　　　　NOP

LlooO　 　EQU　 　　 '　$

　　　　　　DI　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　　　　　　LD　 　　　 A,(HL)　 　　 、、　 プリンタ出力情報設定　　　　　　
CPL　 　 　 　 　 . .　 　 ,　 　 　 　 J't　　　　　　
OUT　 　　 (CLPDA),A"　 :情報出力　　　　'

　　　　　　LD　 　　　　A,80H

　　　　　　OUT　 　 　 　(CLPST),A　 　 　STROBE　 OUTPUT

LD　 　 　 A,00　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.　　 　 　 　 　t'「「"i

OUT　 　 　(CLPST),A

PUSH　 　 HL

LD　 　 　 D,CLPDV　 　 　 　 プ リンタ のデ バ イ ス番 号 設 定

LD　 　 　 HL,CTOUT　 　 　 出力処 理 タイ ム7ウ 』ド時 間 め設 定

CALL　 　IORQ$　 　 　 　 　 出力処 理 の 制御

JP　 　 　 L2000　 　 　 　 　 タイ ム ア ウ ト発 生

POP　 　　 HI.　 　　 .　 .』.'"『'　　　　　　　　　　 .　　　 t:

INC　 　 HL　 　 　 　 　 　 　 　 次 の プ リンタ 出力情 報 の ア ドレ ス

LD　 　 　 A,(HI、)

CP　 　 　 OFFH　 　 　　 　 　　出 力情 報 は終 了 か。

JP　 　　　NZ,LlOOO

　　　　 図rv　-10　 タ ス クプ ログ ラム(LPIP$)(1/2)
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LD

DI

CALL

LD

LD

LD

LD・

LD

LD

LD

DI

CALL

JP

L2000

L9000

,CLPDvl
CLPDA`

CLPST

CTOUT

WIPAR　 :

WOPAR　 :

D,CLPDV

DTCH$

ApCLPTN

(WOPAR),A

A,00

(WOPAR十1),A

A',(WIPAR)

C,A

DE,WOPAR

RQST$

L9000

　 EQU　 　$

EQU

EQU

EQU

EQU

DSEG

DEFS　 3

DEFS　 8

END

　　　 図IV-10

フ'リンタの デ バ イ ス番 号 設定

フ'リン タの専 有 解除

プ リンタ 出力処 理 タス ク プ ログ ラム番 号 の設 定

復帰情報(正 常終了)の 設定

㌶ 撰 鍵 タスクブ・グ・・を起動・た・ス・プ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `　　　　　'　　　　　　　　　,　　　　　̀

POP　 　HL

LD　 　 D,CLPDV　 　　 プ リンタのデバイス番号設定
・DI　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

CALL　 DTCH$　
、　　 ・ プ リン タの専有 解除

品 品 瓢 ,。 プリンタ出力処理・ス・プ・グ・ム番号の設定
LD　 　 A,OFFH　 　　　復帰情報(異 常終了)の 設定

LD　 　　(WOPAR十1) ,A

七;6:.llW　 1　PAR)ζ 繊 麗 曇ξ設 グラム働 ・た・
LD　 　　DE ,WOPAR　 　　　　　　　　　　　　　　"
DI　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

CALL　 RQST$

EQU　 　$　 :　　 '　　　 :『　 '　　　　　　・　　　　 t

DI

CALL　 EX・T$::プ … 出力処 理 ・ス ク7'・
vグ,。 の 終 了処 理t:

　　　　 2　 　 　 　 　 プ リンタの デ バ イ ス番 号'
　　　　 OE4H

　　　　 OE6H

　　　　 40　 　 タイムアウ塒 間(X100m、ec)

受 け とるパ ラメ ータの 格 納領 域

送 るパ ラメ ー タの格 納領 域

タス'クプ ログ ラ4(LPIO$)(2/2)
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付 録V　 デ モ プ ロ グ ラ ム に よ る 操 作 説 明

1.　 デ'モ の 概 要

　 　 デ モ ・プ ログ ラム実行時 の シ ステ ム構成 を,図V-1に 示 す。・モ9タ ・プ ログ ラムお よびデ モ ・

　 フ'ログ ラムは,,ホ ス ト側CPUユ ニ ッ ト(DSC-80ZA)で 走 行す る。 また,端 末 側 はパ ー ソナル

　 ・コン ピュ ータPC-8001で 走行 す る プ 『 グ ラ.ムに よ って制御 され てい る。

　 　デ モ ・プ ログ ラム には,プ リンタ,キ ーボ ー ド,C.R　 Tデ ィ・ス プ レイk・よび端 末 側 シ ステ ム(端

・末側 シ ステ ムとはRS」232'C　 '4ン タ フ ェ ース を介 して接 続 さ れ る)が 周辺 装 置 と して接続 されて

　 い る。 デモ ・プ ログ ラ ムは,こ れ らの 周 辺装 置 を使 用 して,以 下 に 示す 処 理 が 実行 で き る。,

　 1)キ ー入 力→CRT表 示
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ　ゲ

　 　 ホ ス ト側 の キ ーボ ー ドよ り入 力 し た文字 を,ホ ス ト側 のCRT画 面 上 に表 示 す る。

　 2)キ ー入 力→ 端 末 プ リン タ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t:　　 　 一.t

　 　 ホ ス ト側 の キ ーボ ー ドよ り入 力 した 文字 を,端 末 側 の プ リンタに 印字 す る。

3)端 末 キ 三旭 →7:リ ン タ
tt・ ・,　 tt・ ・、 ・ 　 J

　 　端 末 側の キ ーボ ー ドより入力 した文字を,ホ ス ト側 の プ リンタ に印字 す る。

　 デ モ ・プ ログ ラムでは,以 上3っ の 処 理 を並 列 に 実行 す る6i　 　 　 t

,

y

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 　 　 .　 ,　　　　　 '　・　　　　　　.　:　ホスト側・t　 -　 　 　 　 DbY86-A(安 立)
側末端

1

十プロ7ビディスク

　 　 　 ドライブ

　 十割り込み

1
____　 _　__　 一 　一　一 ー 一`

1

MP-80(EPSON)

ψ

t

図V-1　 デ モ ・シス テム構 成
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2.　 操 作説 明

　　市 ヴ ・グラムは,端 末側の装置牡 びプ・グラムと共に実行される。以下に・ホス ト側牡

　び端末側の操作方法を示す。

●

`

2,1　 電 源 投 入　 　　一;

2.1.1　 ホ ス ト側 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　　 　 　 　 』　 　 ,　　 　 ・　 '　　 　 1

　 　 ホ ス ト側全 装置 の電 源投 入 方 法 を以 下 に示 す。

　 　 1)　 CPUユ ニ ッ ト(DSC-80ZA)

　 　 　 DSC-80ZAに は,装 置 の正面 お よび背 面 パ.そルに 電源 スイ ッチ を有 してい る。 ス イ ッチの投

　 　入 は,ま ず 背面 パ ネル,続 い て正面 パ ネル の順 に行 な う(図V-2参 照)。

　 　 　 両 ス イ ッチはLED表 示 と一 体 に な ってお り,電 源 投入 はLEDの 点 灯 に よ って 確認 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

背面パネル

　 ON

罰
　 OFF↑　 　・

電源 スイッチ ファン

正面パ ネル

直由
‖ー‖一

図V-2　 DSC-80ZA電 源 ス イ ッチ

2)
.プ リ ・ ・ 』(MP-1　 ・,、・)・ 　 　 t'.t,`.一.d.

プ リンタ側面の電源 ズ イ ッチ を投 入 す る。 電源 投入 は,・操作 盤パ ネル上 のL.E.D表 示 で確認 す る

●

噛O

(図V-3参 照)。

1・N[コ コ ・FFl

電 源 スイッチ

:一・操 作 盤 パネ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　1

図V-3MP-130ス イ ッチお よび操 作盤 パ ネル
　 　 　 　 　 　 {

POWER口

READY口

P罐R日

ロ ロ
OMINE

口
　 FF

口
　 LF

－79一



電搬 入 確 紘 鑓 をオ ・ ライ ・難 に す る・ オ ・ ライ・/オ ・ライ ・の切 搬 は操 作 盤

上 のONLINEス イ ・チで 行 な う・LEDの 点 灯 で
,オ ・ ライ ・状 態 の翻 を行 な う。

3)キ ・ ラ ク ・ ・デ ・ ス プ レ イ ・・ 一 ミ ナ ・レ(DDY86 -A)

DDY86-A緬 の電 源 ・イ ・チ を投入 す る
・ ・イ ・チ投 入 微 秒 で 画面 上 に ヵー ソ、シ、、赫

され るこ とで 電源投 入 を翻 す る(図v-4参 照)
。

亨

、

背　面　図

日P㎜

図V-4　 DDY86-A電 源 ス イ ッ チ ー

2.1.2端 末 側 　 　 　 　.　 、

　 ・端 末側 全装 置 の 電源 投 入 方法 を以 下 に示 す。

　 　 1)　 PC-8001㌧ 　　'　 .　 　 　 　 　 　 '

PC-8001側 面 の電源 ス イ ・チを投入 す る
・ 電 源 表示 の点 灯 で電 源投 入 の輸 を行な う

(図V-5参 照)。

入E口 切O

　 　 　 lリセッ'5　'

　 　 　 　 　 　 　 `

　　　　　　　;_　 　　図,V-5

2)C・RTデ ィス プ レ イ

　CRT前 面 の電 源 を投 入 す る。　 1

　 　 　 　 ・　 i

画　　面
1

PULL

O-一_

○

∵PC-8001電 源 幻 ・チ

　 　 　 　　 　 　 　 　 電 源 スイ ッチ

曽

」

図V-6　 CRTデ ィス プ レイ電 源 ス イ ッチ

　 　 　 　　 　 　 　 ー80一
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3)プ リン タ(MP-80)

　プ1∫ンタ側 面 の電 源 ス イ ッチで電 源 投入 を行 な う。 電源 投入 の確 認 お よび オ ン ライ ン指 定は2.

1.1(2)を 参 照 。

●
図V-7　 プ リンタ電 源 スイ ッチ

4)1/Oユ ニ・ト(PC-801D　 　'　 . .　 ・・　 -

　PC-8011前 面の電源スイッチを投入する。電源N,入は,電 源表示の点灯で確認する(図V-

8参 照)。

　　　　　　　　　　　　　　　　前　 　 　・　 面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源表示○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。認

図V-8　 PC-8011電 源 ス イ ッチ

5)　 ミ三 ・フロッピ ィデ ィスク ・Sニ ッ ト(PC-80'31)

　 PC-8031背 面 の電 源 ス イ ッチ を投入 す る。 前面 の 電源 表示 の点 灯 に よ って電源 投 入 を確認

す る。(図V・-9参 照)。

背　 面 前 面 .

入

切
目

　 1　 』噛

O　 　 lO 晶 表示

図V-9　 PC-80311電 源 ス イ ッ チ
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2.2　 プ ロ グ ラ ム の 起 動

　　ホス ト側および端末側でのプログラムの起動方法を以下に示す。プログラムの起動は,ま ず端末

　側,続 い て ホス ト側 の順 に 実行 す る。

2.2。1　 端 末側 プ ログ ラム

　　端末側全鑓 蝿 源搬 入さ元 頃 ζとを輸 した後で・可 の手順縦 ・てカ グラムの起
動:行1∴

,、、の起 動 　 ・'tt　・'　tt、 ・＼,

　 　 　 PC-8001　 Disk　 Basicの 起 動 を以 下 の 手 順 で 行 な う 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア

　 　 　 a)Disk　 Basicの 格 納 さ れ て い る ミ 三 ・・フ ロ ッ ピ ィデ ィス ク をPC-8　 O　3.　1の ド ラ イ ブ1に

　 　 　 　挿 入 し て,PC-8001背 面 の リ セ ッ ト ・ス イ ッ チ を 押 下 す る(図V'-5,V-10参 照)。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

㌔

　　　　　　　　　図・一・φ・㍉ 、・・b・ ピ・デ ・ス・の撤L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

b)Disk　 Basicが 起 動 さ れ る と 画 面 上 に 　 "… 　 　 　 　 ・　 　 ・

　 　 　 　 　 　 DISK　 VERSION

　 　 　 　 　 　 How　 many　 files(0-15)?

　 と表 示 さ れ ・ 使 用 フ ア ィ ル 数 を1と 指 示 ・す る(図 ・V-11参 照)。 使 用 フ7イ ル 数 入 力 以 後 ・

PGr'8　 Q'O,1は?マy,ド 入 力 待 ち 状 態 と な るρ　 tt.　 t-t
,　 .　1.、,

　　 　　　 　 DISK　 VERSION

　 　 　 　 　 　 H。wm。ny・'.　 'f・i・1。S(0-15)?1C・ 注

卵C元 一,806'i　 li・寧 ぎ ・・ そ"‥ 一't　"　 t、 、

q・P・Y.・r・igい.亘9・ ゆ' .畔 ・○ …!い .、 『.∵

OK

　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　注:キ ー ボ ー ドか らの入 力

　　 　図V--11　 DiskBasic起 動 時 の画面 表 示
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2)　 プ ログ ラムの起 動

　プ ログ ラムの格 納 されて い る ミニ ・フロッピ ィデ ィスクをPC-8031の ドライ ブ1に 挿 入 し,図

V-12の 手 順 で プ ロ グ ラムを起 動 す る。

　　　　　 OK　 '　 　 　 t,　 　 　 　 ,　　 　 　 　 :

　　　　　 m。。n+1CR注 一 　 1'

OK　 　 　 　 　 　　 t

run　 tt　DEMO"CR

(画 面 ク リア)　 こ　　 　　 　　　 '　　 　　 "

÷e÷e+Machine　 Language　 Loading-x)e・)e

I.oad　 Complete

(画 面 ク リア)

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 注:キ ーボ ー ドよ り入 力 する,

図V-12　 プ ログ ラム起 動時 の画面 表 示

起 動 後 プ ログ ラムは,キ ー入 力 待 ち状 態 にな る。

2.2.2　 ホ ス ト側 プ ログ ラ ム

　　ホ・卜側撃 勧 電源が投入⇔ ていることを輸 した後で'以 下の手順雌 パ ブ・グラムの
起 動 を行 な う。

　 　 1)CP/Mの 起 動

　 　 　デ モ ・プ ログ ラムはCP/Mフ ァイ ル と して登 録 されて い るた め,　fi'モ1プ ログ ラム の起動 に

　 先立 って,CP/MO起 動 を行 な.う『DSC-eO.ZAに お け るCP/Mの 起 動は,以 下 の手 順 に従

　 　う。

　 　 　a)電 源投 入 を確 認 す る。

　 　 　b)2～3秒 後 にttス ペ ー ス"キ ー を入 力 す る・ キ ー入 力が受 付 助 握 と・,　mp　iaj'上{こ、

　 　 　 　 　 　　 DSCρ.SREIEs　 LV!・0-　 …　 　 一 　 ;1.'.,,.',.一.∵L

　　　　と表示される。

　 　 　・)CP/Mの 格 納さ れ たフ・ ・ピイデ ・スク を ドライ ブ.・へ撤 す る(図 ・V・一'・惨 照).

　 　 　 　 '　 '　　　　　 　　　　 '　　　 "　 　　　　 「.・r　　　　 ",tt　 』…　　　　 　　　　　 S　 　 :・'・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,・ 　　　　 '　 ・　 ㌔』　　 ;　　 '1　 ・,
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図V-13　 デ ィ ス'クの挿 入

　 d)　 "s"キ ーを入 力 し て,CP/Mを メモ リ内 に ロー ドされ る。'

　 　 CP/Mは 起 動後 画面 上 に　 　 　 　　 　 　 ■

　 　　 　 　　 　 59K　 CP/M　 VERS　 2.2

　 　　 　 　　 　 >

　 　 と表 示 す る。

2)デ モ ・プ ログ ラム の起 動

　 CP/M起 動後,　 CP/Mコ マン ドを用 い て デ モ ・プ ログ ラムを起 動 す る。

以 下 の手 順 で デモ ・プ ログ ラム を起動 す る。

・)デ モ ・・7'・ グ ラ ム の 登 録 さ れ て い る7・ ・ ピ ・デ ・ ス ク を ドラ イ'ブ ・噛 入 す る(図2-

　 　 12参 照)。

　 b)CP/Mコ マ ン ドに よ りデ モ ・プ ロ グ ラムを起 動 す る。

　 　　 　 　　 　 >DEMO　 CR　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　注

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 注:下 線 の文 字 をキ ー入 力す る。

　 　　 コマ ン ド入 力後,デ モ ・プ ログ ラムが メ モ リ内 に ロー ドされ,実 行 が移 さ れ る。

2.ろ デ モ;プ ロ グ ラ ム 操 作 『

　　 ホ ス ト側k・よび 端 末側 の プ 『グ ラムの起 動 が 完 了 した時 点 か ら,2章 で示 しtg　f"モ ・プ ログ ラム

　の処 理 が実 行 可能 とな る。

　　各 々の処 理 に対 す る操 作 方法 を示 す。

　　 1)キ ー入 力→CRT表 示

　　 　 ホ ス ト側 にお け るキ ー入 力 は,DSC-80ZA前 面 パ ネル 上 のINTERRUPTス イ ッチを押 下 す

　　 る こ とで受 付 け 可能 とな る(図V-14参 照)。 ス イ ッチ押 下後,第1文 宇 目の キ ー入 力がtt　)e　tJ

　　以 外 の 場合(2.3.　 2参 照)"Return"キ ー押 下 ま での 全 文 字 をCRT画 面 上 に 表示 す る。

、

◆
.

・
?
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前 面

　 　　 　　　 　　 INTERRUPTス イッチ

図V-14　 DSC-80ZA　 INTERRUPTス イ ッチ

2)キ ー入 力→ 端末 プ リンタ

　 1)で示 し た よ うに,キ ー入 力 はINTERRUPTス イ ッチ押 下後 に受付 け られ る6第1文 字 の入

力 が"　・)e　ssの 場合,第2文 宇 目以降"Return"キ ー入 力ま での 全 入 力文字 を端 末側 の プ リンタ

に 印字 させ る。

　 図V-15.に,キ ー入 力文 字 の転 送 の様子 を示 す。　 　 　 　 」

撒器}キ ー入力文字

図V-15　 キ ー入 力文字 の流 れ
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3)端 末 キ ー入 力→ プ リン タ

　 端 末側 で は,常 に キー入 力待 ちの状 態 に あ る。 そ して,一 行 の先 頭 か ら終 了(Returnキ ー入

力ま で一 行 とな る)ま での 全文 字 を ホス ト側 の ブ リジタiこ印 字 ざせ る6'図V-16に キー入 力文

字 の 流れ を示 す。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　　 ㌧

・、　　　 ,　'

ABC

D,

D

ABC

ABC

D　 tt.

]

、
2
轟

図V-・6キ ー入力撃 嘩 れ
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